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東大阪市は、大阪府の東部、奈良県に隣接し、生駒山の懐に抱かれ、自然に

恵まれた50万都市です。

生駒山地のふもとには、先人の残した貴重な文化遺産、遺跡が数多 く眠って

います。本市ではこれら遺跡 。埋蔵文化財を保護、顕彰する立場から昭和47年

に文化財課と郷土博物館を設置、開館 しました。考古資料を展示する登録博物

館としては大阪市に次ぎ、府下の衛星都市としては初めてであり、府下市町村

の博物館施設の先駆けとなりました。平成14年 11月 には市立埋蔵文化財セン

ターがオープンし児童や生徒、多 くの市民に広 く利用され、文化財の活用と普

及に努めてまいりました。

本書では、平24年度国庫補助事業による発掘調査の成果を報告します。今回

の報告では、国史跡河内寺廃寺跡、西ノ辻遺跡、山畑古墳群、若江遺跡、芝ヶ

丘遺跡、植附遺跡の調査・整理概要を掲載しています。いずれも遺存状態の良

好な遺構 。遺物に恵まれ、既往の調査成果に新たな知見を加えることができま

した。限られた調査範囲ではありますが、各々の地域史の解明に大きく寄与で

きたものといえます。

これらは次世代に引き継ぐべき貴重な考古資料であり、本書が埋蔵文化財保

護の報告書としてだけでなく、文化財の普及啓発冊子として市民の方々に広く

読まれることを期待します。

最後になりましたが、調査の実施や報告書の刊行にあたり、個人 。関係諸機

関から多大なご協力を賜 りましたことに深 く感謝し、今後とも文化財保護にご

理解とご支援をいただきますようお願い申し上げます。

きしは

平成25年 3月

東大阪市教育委員会
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第 1章 平成24年度埋蔵文化財発掘調査・確認調査の概要

平成24年度の文化財保護法第93条 及び第94条 に基づ く埋蔵文化財包蔵地での届出 (通知)件数は、

平成25年 2月 28日 現在で届出337作、通知30件で合計367件 である。届出 (通知)にかかる工事内容の

内訳は次のとお りとなる (0件の工事名は省 く)。

個人住宅 101件  分譲住宅 98件  共同住宅 16件  その他住宅 7件  工場 1件

店舗 10件  その他建物 31件  道路 1件  学校  3件  宅地造成 11件

公園造成 3件 ガス 40件  電気 1件  水道 10件  下水道  28件  通信 4件

その他の開発  2件
367件の届出 (通知)の指導内容は、発掘調査69作、工事立会94件、慎重工事204件であった。

平成20年度では届出 (通知)が427件、平成21年度が441件、平成22年度が445作、平成23年度が470

件であったことから、平成20年度以降の増加を続けていた工事件数が減少に転じたことがうかがわれ

る。

東大阪市教育委員会では、次ページー覧表のとお り、個人又は零細事業主による個人住宅又は共同

住宅等の建築に伴う確認調査及び発掘調査並びに保存 目的で行う発掘調査を平成24年度国庫補助事業

として実施 した。

その内訳は、個人住宅建設に伴う確認調査が13件 (う ち発掘調査 3件 )、 個人事業主よる共同住宅

等の建設に伴う確認調査が15件 (う ち発掘調査 2件 )、 零細事業主による共同住宅等の建設に伴う確

認調査が 3件 (う ち発掘調査 2件 )、 保存目的で行う発掘調査が 2件で、合計33件である (平成24年

2月 28日 現在)。 昨年度が20件であったため、件数は大幅に増加したと言える。また、確認調査で遺

物包含層又は遺構等を確認したものの、大阪府の基準に合致する設計変更により工事を実施したもの

が 3件あった。平成24年度の国庫補助事業では、個人事業主による共同住宅等の建築工事に伴う確認

調査の件数がイ固人専用住宅建設に伴って実施する確認調査の件数を上回った。

確認調査が必要となる工事の例としては、基礎工事に地盤改良工事又は柱状改良工事等を伴うもの

が挙げられる。それらの工事によって埋蔵文化財への影響が考えられることから、国庫補助事業とし

て事前の確認調査を行い、埋蔵文化財録護行政等に必要なデータを得ているところである。

次に、平成24年度で調査成果を得つつ発掘調査に至らなかった確認調査事例を報告しておきたい。

次ページ表の No。 14、 No.28及び No.32は、それぞれ確認調査において、遺物、遺物包含層又は遺構

を確認したものである。No。 14の鬼塚遺跡では、土師器、瓦器椀、瓦質土器等を含む中世から近世の

遺物包含層を検出した。No.28の船山遺跡では、古代の上器を含む遺物包含層を確認した。No。32の 山

賀遺跡確認調査では、GL-0.7mで、中世期の遺物包含層及び若江城の堀とみられる遺構を確認した。

それぞれ、埋蔵文化財に影響の与えないような基礎設計に変更のうえ、大阪府の基準に合致する杭工

事等の設計に変更し、工事実施に至ったものである。

最後に、本報告書では報告ができず、次年度の報告となる調査事例を簡単に報告しておく。

まず、No.20の皿池遺跡第10次発掘調査では、確認調査により古代の瓦及び土器が大量に出土した

ため、引き続き発掘調査を実施した。出土した瓦には付近の国史跡河内寺廃寺跡との関連を示すも

のもあった。No.22の横沼遺跡第 1次発掘調査では、瓦器、土師器、須恵器を大量に含む遺物包含層

を検出した。No,25の若江遺跡第87次発掘調査では、90だの調査区で若江城の南北方向の堀を検出し、

堀の埋土から瓦、土器、石製品等が大量に出土した。No.31の若江遺跡第88次発掘調査でも、東西方

向の溝を検出し、付近の調査記録より若江城の堀跡であることを確認した。
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平成24年度国庫補助緊急発掘調査事業実施状況

調 査 事 業 名

(用 途)

実 施 場 所 担 当 調 査 期 間
査

積

調

面
調 査 結 果

l

植附遺跡確認調査

(個 人施行の店舗付共同住

宅建築)

東大阪市西石切町367香

1、 367香 3

若松

奈良

平成24年 5月 11日 4∬
GL 185mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

2
神並古墳群確認調査

(個 人住宅建築)

東大阪市上石切町1209番

235、  236

若松

奈良

平成24年 5月 上8日 2∬
GL 23mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

鬼虎川遺跡確認調査

(個 人施行の有料老人ホー

ム建築)

東大阪市西石切町五丁目

515番 28
若松 平成24年 6月 ■日 4111

GL 215mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

宮ノ下遺跡確認調査

(零細事業主による共同住

宅建築)

東大阪市長堂一丁目56番

の一部

仲林

奈良

平成24年 6月 15日 81m
GL 18mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

5
芝ヶ丘遺跡第16次発掘調査

(個 人住宅建築)

東大阪市中石切町四丁目
2上75番 7、 2175番 11

奈 良
平成24年 6月 27日

～平成24年 7月 4日
11∬ 本書第6章。

6
久宝寺遺跡確認調査

(個 人住宅建築)

東大阪市大蓮東五丁目
218番 21

奈良 平成24年 6月 28日 4∬
GL 23mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

7
瓜生堂遺跡確認調査

(個 人住宅建築)

東大阪市若江北町一丁目
40番 7の 一部

奈良 平成24年 6月 29日 2∬
GL 19mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

8
岩田遺跡確認調査

(個 人施行の共同住宅建築)

岩田町四丁目538香 2 仲林 平成24年 7月 12日 ，ｍ
GL 19mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

9

植附遺跡第21次発掘調査

(零細事業主による共同住

宅建築)

西看切三丁目124番、125

番の各一部

仲林

奈良

平成24年 8月 6日

～平成24年 8月 24日
２ｍ 本書第7章。

芝ヶ丘遺跡確認調査

(1回 人住宅建築)

北石切町2231番 14 仲林 平成24年 8月 30日 クｍ
GL 2mま で確認。埋蔵文化財検出せず。
工事実施。

瓜生堂遺跡確認調査

(個 人施行のテナントビル

建築)

瓜生堂三丁目101番上 奈良 平成24年 9月 4日 13�
GL 18mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

12
上小阪遺跡確認調査

(個 人住宅建築)

東上小阪597呑 36号 奈良 平成24年 9月 7日 ぞｍ
GL 21mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

若江遺跡確認調査

(個 人施行によるテナント
ビル建築)

東大阪市小若江三丁目

319番8
奈良 平成24年 9月 12日 ，ｍ

GL 16mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

鬼塚遺跡確認調査

(個 人施工の共同住宅建築)

豊浦町720番 1、 72上 番4 仲林 平成24年 9月 26日 8∬

GL-13mま で確認。土師器、瓦器椀、

瓦質土器出土。埋蔵文化財に影響の与
えない設計に変更し工事実施。

瓜生堂遺跡

(個 人施工の共同住宅建築)

下小阪五丁目28番 5の 一

きБ
仲林 平成24年 9月 27日 4∬

GL 16mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

西堤遺跡確認調査

(個 人住宅建築)

西堤本通東三丁 目8番の

一部
仲林 平成24年 9月 28日 ２ｍ

GL 15mま で確認。坦蔵文化財検出せ

ず。工事実施。
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調 査 事 業 名

(用 途)

実 施 場 所 担 当 調 査 期 間
査

積

調

面
調 査 結 果

17
稲葉遺跡確認調査

(個 人施工の共同住宅建築)

稲葉町二丁目26番 57、 26

君争52
奈 良 平成24年 10月 4日 8∬

GL 20mま で確認。坦蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

新家遺跡確認調査

(個 人住宅建築)
新家三丁目23番 2 仲林 平成24年 10月 5日 4∬

GL 10mま で確認。埋蔵文化財検出せ
ず。工事実施。

稲葉遺跡確認調査

(個 人施工の共同住宅建築)

吉田四丁目87番 l 奈良 平成24年 10月 26日 8rば
GL 20mま で確認。埋蔵文化財検出せ

ず。工事実施。

皿池遺跡第10次発掘調査

(零細事業主による分譲住
宅建築)

i可内町458番 9 仲林
平成24年 11月 2日

～平成24年 11月 6日
3∬ 瓦、土器が大量に出土。来年度報告予定。

弥刀遺跡確認調査

(個 人住宅建築)
源氏ヶ丘50呑7 余 良 平成24年 11月 7日 4∬

GL 20mま で確認。摩滅した陶磁器が

微量出土。工事実施。

横沼遺跡第1次発掘調査

(個人施工の共同住宅建築)

横沼町三丁目2番 1 奈 良 平成24年 11月 19日 30rr

瓦器・土師器・須恵器を含む遺物包含
層を検出。発掘調査実施。本年度報告
予定。

上小阪遺跡確認調査

(個 人施工の共同住宅建築)

東上小阪614番 1の一部 奈良 平成24年 11月 29日 Ｚｍ
GL 20mま で確認。検出した地層に遺
物含まず、遺構もなし。工事実施。

上小阪遺跡確認調査

(個 人施工の共同住宅建築)
東上小阪606番 5の一部 奈良 平成24年 12月 7日 ２ｍ

GL 23mま で確認。埋蔵文化財出土せ
ず。工事実施。

岩江遺跡第87次発掘調査

(個 人施工の共同住宅建築)

若江南町二丁目43番 2、

44番 1の一部
仲 林

平成24年 12月 17日

～平成25年 1月 26日
90∬

南北方向に伸びる若江城の堀を検出。
来年度報告予定。

保存目的で行う山畑古墳群

第33次発掘調査 上四条町2045番 奈良
平成25年 1月 21日

～平成25年 1月 31日
988ゴ

市指定文化財山畑21号墳を調査。測量

調査及び古墳の葺石を検出。

巨摩廃寺遺跡確認調査

(個 人住宅建築)

若江西新町三丁目5番23

の一部、5番24
仲林 平成25年 1月 25日 4∬

GL 16mま で確認。須恵器、土師器片
が出土。摩滅しており、二次堆積によ
るものと確認。

船山遺跡確認調査

(個 人住宅建築)

六万寺町三丁目612番 12 奈 良 平成25年 2月 6日 2ど

GL 17mま で確認。須恵器・土師器を

含む遺物包合層を検出。埋蔵文化財に

影響の与えない設計に変更し工事実施。

岩田遺跡第3次発掘調査

(個 人住宅建築)

西岩田町一丁目5密番6、

569番 9
仲 林 平成25年 2月 7日 ２ｍ

土師器、瓦質土器、陶磁器を含む遺物
包含層を検出。発掘調査実施。来年度
報告予定。

埋蔵文化財範囲確認調査

(河 内町)

河内町409番 1、 410番 3、 4

5、 6及び9
仲林 平成25年 2月 8日 Ｚｍ

GL 12mま で確認。上師器、須恵器、
瓦器抗、陶磁器片を含む遺物包合層を

検出し、ピット状の遺構を確認。協議中。

若江遺跡第88次発掘調査

(個 人住宅建築)

若江商町二丁目64番 1 仲 林 平成25年 2月 15日 611i

GL-08mか ら15mで 、 瓦、土師器、瓦

質土器等を含む4層 にわたる遺物包含層
及び第2層 上面で若江城の堀跡とみられ
る溝状の遺構を検出。

山賀遺跡確認調査

(個 人施工の共同住宅建築)

若江南町四丁目356番 の
一部

奈 良 平成25年 2月 19日 1211n

GL 07mで 中世の堀を検出。土師器、
瓦器出土。埋蔵文化財に影響の与えな
い設計に変更し工事実施。

保存目的で行う岩滝山遺跡
第11次発掘調査

上六万寺町1565番 1、

1599番 1、 1590番 3,11
奈良

平成25年 3月 4日

～平成25年 3月 上3日
！ｍ 市指定文化財高塚古墳を調査。
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第 2章 河内寺廃寺跡第21次発掘調査

1)は じめに

河内寺廃寺跡は、東大阪市河内町にある飛を鳥時代から室町時代にかけて存続 した古代寺院跡である。

現在は国史跡に指定されている。史跡地は、東大阪市南東部にあり、近鉄奈良線瓢箪山駅の北東、生

駒山地西麓の標高27m前後の扇状地に位置する。

これまでの調査研究で、国史跡河内寺廃寺跡の創建にかかる氏族は、河内国河内郡の郡領であった

古代氏族河内直 (連)一族と考えられている。また、伽藍は、塔、金堂、講堂が南北に一列に並ぶ

四天王寺式伽藍配置を持つことが知 られている。史跡指定地内には、塔、金堂及び回廊の遺構が残

されている。伽藍の推定規模は、南北 (講堂推定地から中門推定地間の距離)で93m、 東西 (東西回

廊間の距離)で43mの規模を持つと推定される。なお、国史跡 として指定されている土地の面積は

2092.82ゴで、現在はすべて東大阪市の所有となっている。

河内寺廃寺跡の周辺は、江戸時代後期から古瓦が採集されることで注目を集めてきた。

大正13(1924)年、片岡英宗氏は旧中河内郡 (現在の東大阪市 。人尾市 。猫原市・松原市)の廃寺

についてまとめた『中河内郡廃寺』を刊行 し、その中に、酵すの西北に宇河内寺あり。その地一畝余

にして土地自ら高 く、伝えて伽藍のllLと 云ふ。その附近の田圃より多 く古瓦発掘せ らる。当寺は行基

の開基にて巨剰なりしが、南北朝以降屡兵火に災せ られ、遂に天正の頃ほひ廃滅せ しなりと云ふ。」

と紹介 している。「行基の開基」や「天正の廃滅」に関する史料はこれまでのところ確認できないが、

「その地一畝余にして土地自ら高 く」とある宅地は、後述の第11次調査で検出された塔跡を指しており、

周辺よリー段高い土地が、伽藍堂塔の中心にあたることが長 く認識されてきたことがわかる。

東大阪市へと合併する以前の旧枚岡市教育委員会の刊行 した『枚岡市史習においては、「枚岡市河

内町、瓢箪山駅を出た近鉄奈良線が大きくカーブをえがいて北に向かう線路の西方一帯に「河内寺」

と書いて「こんでら」とよむ字名がのこっている。現在のところ遺構は検出していないが、 (中 略)

宅地は、まわりよりも一段高く、もと土壇状を呈していたといい、付近の水田の石段には礎石と思わ

れる石が使用され、屋瓦片が散布 している。最近宅地造成が進み、 (中略)多数の端九瓦・端平瓦が

出土した。」と記されている。

2)こ れまでの調査成果

昭和42年、大阪府教育委員会により第 1次調査が実施された。第 1次調査では、それまで全 く不明

であった1可 内寺廃寺跡の寺域、伽藍を把握するための トレンチを設け、金堂基壇の南辺石列を検出し

た。その後の大阪府教育委員会及び東大阪市教育委員会の実施した第 3次調査までの成果として、河

内寺廃寺跡は、基壇建物が南北に並ぶ四天王寺式伽藍配置をもつことが判明し、1可 内寺廃寺跡の創建

にかかる氏族の推定や出土瓦による創建時期の考察が行われた。その後、伽藍内での本格的な調査が

行われることはなかった。

1可内寺廃寺跡が国史跡の指定を受け、現状保存のための固有化が進められた契機となった調査が、

平成16(2004)年 に実施された第11次調査である。個人住宅建築に伴って実施されたこの調査で、塔

跡の基壇及び礎石が発見された。これに伴い、現在の史跡地の公有地化及び史跡指定が行われた。ま

た、これまで金堂跡であったと考えられていた建物基壇が塔跡であったことが確認されたため、伽藍

配置の見直しが行われた。

平成21年度に設置された河内寺廃寺跡整備委員会の指導のもと実施 した、史跡整備に伴う第19次・
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20次調査では、金堂の建物規模の検討が行われ、復元案を提示することができた。また塔跡の調査に

よって、塔の復元プランに合致しない礎石を検出した。これにより、塔は廃絶後に改変を受けていた

ことが確認された。塔廃絶時期は12世紀前半と考えられていたが、基壇の改変は基壇上面より出上し

た土器の年代観より15世紀以降であることが判明した。

3)調査の経過

まず、前述のとおり既往の調査により塔基壇は後世に中世仏堂基壇へと改変を受けていたことが判

明した。今回の調査については現存 している塔基壇の呼称を「塔 (仏堂)基壇」と記すこととする。

前述の第19次及び第20次調査の結果を受けて、河内寺廃寺跡整備委員会の各委員より以下の点につ

いての課題の検討及び調査実施についての指導を受けた。

① 塔 (仏堂)基壇の南辺で、基壇となる乱石積みの再確認。

② 塔 (仏堂)基壇、金堂基壇で基壇の裾部の確認。
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③ 塔―金堂間で燈籠や参道の存否、旧地表面の確認。

①については、既往の調査での成果として、塔 (仏堂)基壇が15世紀以降に改変を受けていたこと

が判明した。そのため、塔創建段階の基壇の状況を確認する必要が出てきたためである。②及び③に

ついては、塔基壇及び金堂基壇の裾部、旧地表面及びそのレベルを確認することは史跡整備について

必須の条件であるためである。

4)調査の概要

前述のように、今回の調査は今後の史跡整備事業の実施に向けたデータ収集であり、かつ国史跡地

内の調査であることから、現】大変更許可申請等の手続きを踏まえたうえで、第 2図のような トレンチ

の設定を行った。

① トレンチ 1

塔 (仏堂)基壇については、現代の石垣構築時の撹乱が北、東の二辺で大きく、西側は隣接する宅

地が迫っているため調査不能であった。このため既調査で確認した南面階段から東側にかけて トレン

チを設定 した。この トレンチでは塔基壇の南東隅が確認でき、また南面階段に沿う雨落滞を検出する

ことで、旧地表面を確定していくことを目的とした

② トレンチ 2

金堂の西北隅を含む基壇西辺に南北 トレンチを設け、基壇の裾部を確認し、次に南北 トレンチを東

側へ L字形に屈曲させ、基壇外で金堂の旧地表面のレベルを観察、確認する。また、金堂前面での

基壇の裾部、参道や燈籠の存否、旧地表面の確認を目的とした トレンチである。

5)調査の方法

トレンチ 1については、現代の石垣及び近世以降の盛土層を機械掘削にて除去 し、それ以下を人力

掘削にて行った。検出した遺構については、輪郭の検出及び遺構埋上の観察及び記録のみを行い、遺

構内部の掘 り下げは行っていない。

トレンチ 2については、現在の地表面より入力掘削を行い、遺構並びに遺物の検出を行った。また、

今回の調査対象は旧地表面であるため、確認した基壇上面の遣構検出等の作業は行っていない。

6)調査の成果

①基本層位

各 トレンチで検出した地層の堆積状況は以下のとおりである。基本層位については第19次・第20次

調査の成果を踏襲した。

トレンチ 1(第 3図 )

第 1層  オリーブ黒色 (7.5Y3/2)粗 砂まじリシルト。中砂～大礫含む。

第2層  暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)粗 砂まじリシルト。中砂～大礫、瓦片非常に多く含む。

第3a層 暗灰責色 (2.5Y4/2)細 礫まじリシルト。

第3b層 暗灰黄色 (2.5Y4/2)細 砂まじリシルト。

第3c層 灰オリーブ (5Y5/2)シ ルト～細砂。

第4a層 オリーブ黒色 (5Y3/2)糸田砂まじリシルト。中礫含む。

第4b層  オリーブ黒色 (5Y3/2)粗砂まじり粘土質シルト。中礫含む。瓦片多く含む。

第4c層  オリーブ黒色 (5Y3/1)粗砂まじり粘土質シルト。炭、土師器、瓦片多く含む。
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第4d層  オリーブ黒色 (5Y3/1)細砂まじリシル ト。 4c層 より粘質が強く、遺物量が少ない。

第 5層  灰色 (5Y4/1)粗砂まじリシル ト。砂粒多 く含む。

第 6層  黒褐色 (2.5Y3/2)細 砂まじリシル ト。

第 7層  オリーブ黒色 (5Y3/1)粗砂まじリシル ト。中礫含む。近代の井戸埋土。

第 1層 は第 2層 は盛土層である。層が非常に厚 く、出土遺物は、古 くは白鳳～奈良時代の軒丸瓦、

直近の遺物 として現代の硬貨が出上している。

第 3層 は 3a層から3c層 まで分けることができた。 3a層 は基壇上面を覆う層である。出土遺物

としては、近世の陶磁器、瓦片が多 く含まれている。 3b層及び 3c層 は、 3a層下面に堆積 した砂

とシル トの互層堆積である。

第 4層は黒色のシル ト層であるが、断面観察より4層 に細分できた。まず 4a層は、 トレンチ 1の

基壇外を覆う整地上である。第11次調査で確認された 4b層 と同色であるが、粘質が弱 く、また遺物

の量が少ないため異なる層とした。 4c層 も同様に第11次調査で検出した 4d層 と同色であるが、遺

物の量及び粘質の強さが異なる。

第 5層 は基壇外の旧地表面を覆う整地上である。第 5層 は出土遺物より、後述の上羽状の法面をつ

けた基壇裾部と同時期に堆積 したと考えられる。

第 6層及び第 7層 は、現代の井戸の埋上である。調査 トレンチの範囲と井戸の位置関係上、断面で

は第 6層が 4b層 を切 り込んでいる状態でしか確認できなかったが、井戸そのものは現代まで使われ

ていたようである。井戸の埋土より、軒丸瓦が 2点 (KWM 3及び KWM 6)出 土している。

トレンチ 2(第 5図 )

第 1層  暗緑灰色 (10GY3/1)極 細砂～シル ト。

第 2層  褐色 (7.5YR4/4)粗砂まじリシル ト。

第 3層  灰オリーブ色 (5Y4/2)細砂～シル ト。

第 3a層  3層 と同質だがやや砂質強くしまり弱い。

第 4層  褐灰色 (10YR4/1)粗 砂混じリシル ト。

第 5層  灰オリーブ色 (5Y4/2)細砂～シル ト。炭多 く含む。

第 6層  暗灰黄色 (2.5Y4/2)粗 砂まじリシル ト。

第 7層  明責褐色 (2.5Y6/6)粗 砂 。

第 8層  黒褐色 (2.5Y3/1)細 砂～シル ト。

第 9層  暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)細 砂～シル ト。

第10層 オリーブ黒色 (5Y3/2)細砂～粗砂。

第11層 オリーブ褐色 (2.5Y4/4)極 細砂～シル ト。

第12層 オリーブ黒色 (5Y3/2)細砂～粗砂。炭多 く含む。

第 1層から第 4層 までは、既調査と同じ層位である。第 1層 は旧耕作土層、第 2層は床土層である。

第 3層 は金堂基壇上面の堆積層である。第 4層 は金堂基壇外を覆う堆積土である。瓦、土師器、須恵

器及び瓦器椀等が出土している。

第 5層及び第 6層 は トレンチ B―C間で検出した、金堂基壇外の堆積する層である。第 3層 によっ

て切 られている。第 7層及び第 8層 は、 トレンチ C―D間 で第 3層 を切 り込む層である。第 9層 は、

トレンチ D―E間で第 3層及び第 4層 を切 り込む層である。後述のとお り、河内寺廃寺跡第 1次調査

の トレンチに関連するものと考えられる。第10層及び第11層 は、 トレンチ E―F間で検出された第 4

層の上面及び下面に堆積する瓦片を多 く含む層である。11層上面は、金堂基壇上面とほぼ同じレベル
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を持つため、 4層 と同時期の堆積であると考えられる。第10層 は、第 4層 は第10層 の下層であるが、

今回の調査では両者の切 りあい関係が不明瞭であった。第12層 は、第 4層、第10層及び第11層 を切 り

込む溝状の遺構である。遺物を含んでいなかったため、時期及び性格は不明である。

②塔 (仏堂)基壇の調査成果 (第 6図 )

前述のように、今回の調査では、検出した遺構の輪郭、遺構埋土の観察及び記録のみを行い、土坑

内部の掘削を行っていない。そのため、礎石据付穴又は礎石抜取穴のいずれに該当するかは不明であ

る。したがって、これらを「礎石掘形」と総称する。また、検出された礎石及び礎石堀形の呼称は、

既調査に倣い東西方向に A、 B、 南北方向に 1、 2、 の順で礎石列に香号を付けた上で、その交点の「ア

ルファベット十数字」とする。

今回基壇上面で検出した礎石掘形は、第 6図のB5及び D5に位置する。いずれも中心が C5礎

石 と同じく、南へ と拡張 した中世仏堂の痕跡と考えられる。B5は、埋土はオリーブ黒色 (5Y3/1)

細礫混 じリシル ト、径は1.04mo C 5の埋土は黒色 (7.5Y2/1)粗 砂～細礫混 じリシル ト、径は1.22m

である。

以下、塔 (仏堂)基壇の調査成果をまとめる。

まず、基壇裾部の状況から見ていく。

石列 2は改変された基壇上面の南辺にあたる。配列された石の平面は概ね南を向いている。今回の

調査で確認された基壇南辺及びその地表面への据部について見ると、まず石積を一段又は二段上下に

配置し、そこから瓦片及び土器片を含む上で法面を上羽状に盛って据部を形成していたと考えられる。

土羽状の裾部より出土した土器片を見ると、外面を指オサエ調整し、口縁部ヨコナデ調整するもの又

は退化 した「て」の字状口縁をもつ土師器皿が大半であり、全て10世紀から11世紀代のものである。

これまでの調査で、創建当初の塔は、■世紀後半から12世紀前半の間に燃失したと考えられているが、

現存する基壇の南辺部分は、塔の燃失に前後する時期に改変されたと考えられる。

基壇前面の旧地表面では、平坦面をもった石を二石確認した。この二石の上面はT.P.+25.5mで あっ

た。金堂前面の旧地表面 (T.P.+25,3m)と 比べて0.2mの高低差がある。また、第11次調査で確認し

た雨落溝の延長は確認できなかった。

次に、基壇南東部について見ていく①

トレンチ東部分では、今回の調査の目的である基壇南東隅を確認 した。その結果、基壇南東隅は、

現代の石垣 とほぼ重なってお り、現代の石垣は塔 (仏堂)基壇を基に造成されていたことが判明した。

基壇東辺の断面観察よって、版築の状況が確認できた (第 4図 )。

今回確認できた南東隅の石積 も南辺と同様に上下に二段を配していた。 トレンチと廃土置き場との

関係から、トレンチの拡張が難しく、石積から裾部にかけての確認はできなかった。ただし、前回 (第

19・ 20次)調査の基壇東辺で傾斜をもった裾部を検出していることから、南辺と同じく土羽状の法面

をもっていたものと考えられる。

また、基壇南面の東隅の旧表面において、須恵器大奏が出上した。口縁部が残存 していないため、

詳細な時期は不明であるが、内面に同心円の当て具痕が残るため少なくとも6世紀後半以降のもので

ある。基壇裾部の上羽状の法面より出土したが、南東隅より出土していることから、何 らかの用途に

埋められた可能性 も残る。

基壇上面については、前回調査で、石列 l及び石列 2の時期差が問題となった。今回の調査により、

石列 1についてもその延長部が東辺の 3列 目の石積みと重なることが確認できた。このことから、石

列 1及び石列 2は基壇が改変を受けた同時期に積まれたものと解釈できる。ただし、石列 1と 石列 2
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間の基壇上面で出土した遺物には、瓦器椀の破片が含まれていた。詳細な時期は不明であるが、少な

くとも土羽状の法面より検出された土師器よりも新 しく、12世紀以降のものである。このことから、

基壇裾部の改変以降も、基壇上面は改変を受けていたと考えられる。これまでの出土遺物による基壇

上面の推定改変時期は、第11次調査で石列 1に伴って出上した瓦質土器羽釜で、その年代観より15世

紀代以降のものと推定される。また、今回の調査で基壇上面での石列 1及び 2に伴う出土遺物には、

時期を特定できるものはなかった。

現存する基壇の規模については、塔 (仏堂)基壇北部はこれまで未調査であるため、南北間の距離

は、石列 2か ら中軸線に沿った塔の中心部までの距離を反転することで求める。同様に、基壇東辺か

ら中軸線までの距離を求めて反転することで東西間の推定距離を求められる。以上より、現存する塔

(仏堂)基壇規模は、南北10.2m、 東西12.3mと なる。現存する基壇は正方形ではなく、長方形であっ
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第 6図 塔 (仏堂)基壇平面図
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たと推定できる。

③金堂跡の調査成果

前述のとお り、今回の金堂調査の目的は、搭一金堂間の旧地表面を検出し、参道、燈籠等の遺構を

確認することであった。

今回の調査では、金堂前面の旧地表面を検出するために、金堂基壇南端の石列の裾部を確認し、そ

のレベルまで掘削を行った。

旧地表面では、E一D間にやや平行する形で、北西方向に伸びる滞を検出した。参道の側溝である

可能性も考えられたが、伽藍配置の中軸線より大きく西にずれていた。測量調査成果を踏まえて検討

した結果、1967年 に大阪府教育委員会の実施した第 1次調査の トレンチと範囲及び形状がほぼ重なる

ことから、同調査 トレンチの埋戻 し上の一部であることが確認された。ただし、 トレンチ E―D間で

は第 9層 を除き、明確な撹乱の痕跡は見られなかった。

また、旧地表面上では、燈籠の存在を示す明確な遣構は検出できなかった。

トレンチ西側部分では、基壇タト堆積層である第 4層の下層に黒色の砂層である第10層検出した。前

述のとお り、今回の調査では基壇南端の石列の裾部でレベルを統一し、それ以上の掘削を行わなかっ

たため、第10層以下の堆積状況は不明である。自然地形が西から東へと標高が上がるため、それに伴

う整地上であると考えられる。ただし、 トレンチの範囲及び掘削深度が限定的であり、また第10層 よ

り瓦片が出土していることから、第10層の整地時期については今後の課題として残る。

7)出土遺物

今回の調査で出土した遺物について見ていく。

①塔 (仏堂)基壇南辺の出土土器 (1～ 27)

1～ 11は土師器皿である。全て口縁端部に煤が残 り、燈明皿として使用された。また特に記載の

ない場合を除き、外面を指オサエ調整し、口縁端部ヨコナデ調整するもので、10世紀前半の所産である。

1は、底部は平底を呈 し、口縁部は緩 く外反する。口縁端部は、やや面をもつ。 2は、平底に近い

底部を呈する。体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部は短 く外反し、口縁端部は尖 り気味に終わる。

口縁部にはヨコナデ調整による緩い稜線をもつ。 3は、体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部は直線

的に伸び、口縁端部は面をもつ。口縁部内外面の調整方法は不明。 4は、体部は内湾気味に立ち上が

る。口縁部は直線的に伸び、口縁端部は丸 く終わる。 5は、体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部は

直線的に伸び、口縁端部は丸 く終わる。口縁部には、口縁端部のヨコナデ調整による稜線をもつ。体

部内タト面の調整方法は不明。 6は、底部は平底を呈し、口縁部は短 く外反する。口縁端部はやや丸 く

終わる。口縁部にはヨコナデ調整による緩い稜線をもつ。 7は、体部は内湾気味に立ち上が り口縁部

に至る。口縁端部は丸 く終わる。体部と口縁部の境がやや肥厚する。 8は、底部は丸底に近い平底を

呈し、口縁部は内湾気味に立ち上がる。口縁端部はやや面をもつ。 9は、底部は九底に近い平底を呈

し、口縁部は内湾気味に立ち上がる。口縁端部はやや面をもち、内側に巻き込む。風化により調整法

は不明。10は、体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部は直線的に立ち上が り、口縁端部は丸 く終わる。

口縁部にはヨコナデ調整による緩い稜線をもつ。11は、底部は丸底に近い平底を呈し、口縁部は内湾

気味に立ち上がる。口縁端部は尖 り気味に終わる。底部外面は指オサエ調整、内面は、ナデ調整する。

口縁部内外面はヨコナデ調整する。10世紀代の所産である。

12～ 23は 土師器杯である。12～ 19で特に記載のないものは、外面を指オサエ調整 し、口縁端部ヨ

コナデ調整するもので、10世紀前半の所産である。
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12は、体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部はやや外反し、ヨコナデ調整による緩い稜線を持つ。

口縁端部は丸 く終わる。13は、体部は外上方に立ち上が り、口縁部は直線的に伸びる。ヨコナデ調整

による緩い稜線を持つ。口縁端部は丸 く終わる。14は、体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部はわず

か外反し、日縁端部はやや面をもつ。体部外面調整方法は不明。15は 、底部は平底を呈 し、体部は内

湾気味に立ち上がる。口縁部は短 く外反し、日縁端部は丸 く終わる。口縁部にはヨコナデ調整による

緩い稜線をもつ。16は、底部は平底を呈 し、口縁部は外上方に立ち上がる。口縁端部は丸 く終わる。

口縁部にはヨコナデ調整による緩い稜線をもつ。17は、底部は平底を呈 し、口縁部は外反する。口縁

端部はやや丸 く終わる。18は、体部は内湾気味に立ち上が り口縁部に至る。口縁端部は尖 り気味に終

わる。19は、体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部は短 く内湾気味に立ち上が り、日縁端部は丸 く終

わる。口縁部にはヨコナデ調整による緩い稜線をもつ。20は 、体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部

は「て」の字状口縁である。体部外面は指オサエ調整し、内面はヨコナデ調整する。口縁部内外面は

ヨヨナデ調整する。■世紀前半の所産である。21は 、体部は内湾気味に立ち上が り口縁部に至る。口

縁端部はやや面をもつ。風化により調整法は不明。 9世紀代の所産か。22は、体部は内湾気味に立ち

上がる。口縁部は「て」の字状口縁を呈する。体部外面は指オサエ調整する。内面はヨコナデ調整す

る。口縁部はヨコナデ調整する。11世紀前半の所産である。23は、体部は内湾気味に立ち上が り、口

縁部に至る。口縁端部はやや丸 く終わる。体部内外面はヨコナデ調整する。 9世紀代の所産か。

24は 土師器椀である。底部に断面三角形の高台を貼 り付ける。体部は内湾気味に立ち上がる。体部

外面は指押さえ調整する。内面の調整方法は不明。10世紀前半。25は土師器甕である。口縁部は外反

する。□縁端部は面をもつ。口縁部内外面はヨコナデ調整する。10世紀代。26は 黒色土器椀である。

底部は断面三角形の高台を削 り出す。体部は内湾気味に立ち上がる。内面は黒色。底部内外面、口縁

部内外面はヨコナデ調整する。10世紀代。27は 土師器杯である。体部は内湾気味に立ち上がる。口縁

部は「て」の字状口縁を呈する。体部外面は指押さえ調整する。他の調整方法は不明。11世紀前半。

28は須恵器奏である。底部に近い体部の破片である。外面は格子のタタキを施 した後、カキメ調整す

る。内面は同心円の当て具痕が残る。口縁部が残存しないため時期不明。トレンチ 1の基壇裾部南東角

より出土。

② トレンチ 1第 2層出土遺物 (29～ 37)

29、 31、 32は土師器皿である。口縁端部に煤が残り、燈明皿として使用された。10世紀前半の所産

である。30、 33～ 36は 土師器杯である。10世紀前半の所産である。37は須恵器杯蓋である。天丼部

は九みを持って立ち上がる。口縁部は短く外反し、口縁端部はつまみ上げ気味に終わる。内外面は回

転ナデ調整する。 8～ 9世紀の所産である。

③ トレンチ2第 4層出土遺物 (38～ 46)及び第 2・ 3層 出土遺物 (47～ 55)

38は 土師器皿である。体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部は直線的に立ち上がり、口縁端部はや

や面をもつ。日縁部にはヨコナデ調整による緩い稜線をもつ。体部外面は指オサエ調整し、内面はヨ

コナデ調整する。口縁部内外面はヨコナデ調整する。10世紀前半。

39～ 42は 土師器杯である。特に記載のない場合を除き、外面を指オサエ調整し、口縁端部ヨコナ

デ調整するもので、10世紀前半の所産である。

39は 、体部は外上方に立ち上がる。口縁部は直線的に伸び、ヨコナデ調整による緩い稜線を持つ。

口縁端部はやや丸く終わる。40の底部は剥離している。口縁部は外上方に立ち上がり肥厚し、日縁端

部に至る。日縁端部はやや丸く終わる。口縁部外面は指オサエ調整し、ヘラケズリをする。内面はヨ

コナデ調整する。時期は不明である。41は 、底部は剥離している。体部は内湾気味に立ち上がる。口
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縁部は直線的に立ち上が り、口縁端部はやや丸 く終わる。10世紀前半の所産か。

42は 、底部は平底を呈し、口縁部は内湾気味に立ち上がる。口縁端部は肥厚 し、九 く終わる。風化

により調整法は不明。時期は不明である。

43は 土師器椀である。体部は内湾気味に立ち上が り口縁部に至る。体部の下半は剥離 している。口

縁端部はやや尖 り気味に終わる。口縁部内外面はヨコナデ調整する。時期は不明である。44は瓦器椀

である。底部に幅 6mm、 高さ2mmの 断面台形の高台をもつ。体は内湾気味に立ち上がる。風化に

より調整法は不明。13世紀代。45、 46は須恵器杯である。体部は内湾気味に立ち上がる。受け部は短

く水平方向に伸びる。立ち上が り部は、短 く内傾 し、端部は尖 り気味に終わる。体部外面は回転ヘラ

ケズリ調整し、他は回転ナデ調整する。 6世紀終わりから7世紀の所産。

47は 土師器皿である。底部は剥離 している。13世紀代。48～ 50は土師器杯である。48は、10世紀前半。

49は 、奈良時代。501よ 風化のため時期は不明である。51は土師器羽金である。口縁端都、体部は欠損

し、鍔部のみ残る。奈良時代。52は瓦器椀である。体部は皿状を呈し、口縁部に至る。口縁端部はや

や丸 く終わる。体部外面は指オサエ、他はヨヨナデ調整する。13世紀代。53は瓦器椀である。体部は

皿状を呈し、日縁部に至る。日縁端部はやや丸 く終わる。風化により調整法は不明。時期は不明であ

る。54、 55は磁器の紅皿である。近世の所産である。

④瓦 (56～ 89)

今回の調査で出土した瓦は次のとお りである。分類は既往の調査及びその報告に準拠する。

56は KWM l(素 弁人葉蓮華文軒丸瓦)である。蓮弁が 3葉残る。中房は欠損する。丸瓦凹面、

凸面とも調整法は不明。飛鳥時代後期。 トレンチ 2の 2・ 3層 より出土。57は KWM 2(単 弁十三

葉蓮華文軒丸瓦)である。中房はやや突出し、中心に 1+6の蓮子が残る。丸瓦凹面、凸面とも調整

法は不明。白鳳～奈良時代。 トレンチ 1東辺拡張部より出土。58は KWM 2(単 弁十三葉蓮華文軒

丸瓦)である。外区外縁及び内縁の珠文の一部が残存する。九瓦凹面、凸面 とも調整法は不明。白

鳳～奈良時代。 トレンチ 2の 2・ 3層 より出土。59は KWM 2(単 弁十三葉蓮華文軒丸瓦)である。

中房は突出し、中心に蓮子が残るが、周辺の蓮子は風化又は欠損 している。内区は十三葉の単弁が

残存する。弁間には間弁がある。花弁は風化 しているがやや凹む。先端は九い。内部に中軸線を持

つ。外区内縁は15個の珠文が残る。タト縁は素文。周縁は低縁である。外区外縁に圏線をもつ。九瓦凹

面はナデ調整する。凸面の調整法は不明。白鳳～奈良時代。 トレンチ 1の 2層 より出土。60は KWM

3(単弁十二葉蓮華文軒丸瓦)である。中房は風化 している。中心とその周辺に蓮子が巡る。内区は

十二葉の単弁のうち六葉が残存する。花弁の先端及び子葉は風化 している。外区内縁は11個の珠文が

残る。外縁は鋸歯文が巡る。風化により調整法は不明。平安時代中期。 トレンチ 1の近代の井戸より

出土。61は KWM 3(単 弁十二葉蓮華文軒丸瓦)である。中房は突出し、中心 とその周辺に蓮子が

巡る。内区は十二葉の単弁のうち五葉のみ残存する。花弁の先端は九 く、内部に子葉を持つ。外区内

縁は 9個の珠文が残る。外縁は鋸歯文が巡る。九瓦凹面は、ナデ調整するが布 目も残る。凸面の調整

法は風化により不明。平安時代中期。 トレンチ 1の 4層 より出土。62は KWM 6(巴 文軒丸瓦)で

ある。巴文は左回り。24個 の珠文と圏線を巡らす。瓦当は風化している。外縁幅は広 く、外縁高は高い。

九瓦凹面、凸面ともナデ調整する。鎌倉時代。 トレンチ 1の近代の井戸より出土。63は KWM 6(巴

文軒丸瓦)である。巴文は左回り。瓦当は風化 している。外縁幅は広 く、外縁高は高い。丸瓦凹面は

欠損する。凸面はナデ調整する。鎌倉時代。 トレンチ 1の 2・ 3層 より出土。641よ KWM 7(巴 文軒

丸瓦)である。巴文は右廻 り。珠文と圏線を巡らす。瓦当は風化 している。外縁幅は広 く、外縁高は

高い。九瓦凹面は欠損する。凸面はナデ調整する。鎌倉時代。 トレンチ 2の 2・ 3層 より出土。
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65は KWH 2(変形重弧文軒平瓦)である。顎は曲線顎。顎から凸面にかけて紋様を施す。瓦当は

六重弧文を配し、上部に押擦の×文、中部に押捺の○文、下部は指を斜めに凹圧する。顎部は、顎部

先端から凸面にかけて紋様を施す。先端から順に、押捺の×文、押捺の○文、押捺の×文を巡らす。

瓦当面の厚さは5,Ocm。 凹面はナデ調整するが、わずかに布 目が残る。残存部分がないため、凸面の

調整方法は不明。白鳳時代。 トレンチ 1の 2・ 3層 より出土。66は KWH 2(変形重弧文軒平瓦)で

ある。瓦当面及び顎面が剥離 している。剥離のため調整方法は不明。白鳳時代。 トレンチ 2の 2・ 3

層より出土。67は KWH 3(偏行唐草文軒平瓦)である。顎は曲線顎。内区は左偏行の唐草文を施

す。外区、脇区には太い鋸歯文が巡る。瓦当面の厚さは5.7cm。 凹面は布 目が残る。凸面はナデ調整

する。白鳳時代～奈良時代。 トレンチ 1の 2・ 3層 より出土。68は KWH 3(偏行唐草文軒平瓦)で

ある。顎は曲線顎。内区は左偏行の唐草文を施す。外区、脇区には太い鋸歯文が巡る。瓦当面の厚 さ

は5.4cm。 凹面は布 目が残る。凸面はナデ調整する。白鳳時代～奈良時代。 トレンチ 1の東辺拡張部

より出土。69は KWH 3(偏行唐草文軒平瓦)である。顎は曲線顎。外縁で外区を区切 り、圏線で内

区を区切る。内区は左偏行の唐草文を施す。瓦当面の厚さは5.3cm。 凹面は布 目が残る。凸面はナデ

調整する。白鳳～奈良時代。既調査の埋め戻 し土より出土。70は KWH 4(山形文軒平瓦)である。

顎は曲線顎。施文は太い。瓦当面は厚 く、6.5cmを 測る。外区、脇区とも素文である。凹面は布 目が

残る。凸面は縄 ロタタキする。平安時代中期。 トレンチ 1の 3層 より出土。71は KWH 4(山形支軒

平瓦)である。顎は曲線顎。施支は太い。瓦当面は厚 く、6.5cmを 測る。外区、脇区とも素文である。

凹面は布 目が残る。凸面は縄ロタタキする。平安時代中期。 トレンチ 2の 2・ 3層金堂前面より出土。

72は KWH12(均整唐草文軒平瓦)である。顎は段顎。外区、脇区は大きく突出する。唐草文は四回

反転する。凹面はナデ調整するが、わずかに布 目が残る。凸面はナデ調整する。鎌倉時代。 トレンチ

1の 2,3層 より出土。73～ 75は KWH13(均整唐草文軒平瓦)である。外区、脇区は大 きく突出す

る。顎は段顎。瓦当面は厚い。唐草文は三回反転が確認できる。それぞれ瓦当面の厚 さは6.6cm、 6.6cm、

6.4cmを 測る。平瓦凹面はナデ調整するが、一部に布 目が残る。平瓦凸面はナデ調整する。鎌倉時代。

すべて トレンチ 1の 2・ 3層 より出土。76は 今回新たに出土 した軒平瓦である。KWH17(偏行唐草

文軒平瓦)と する。周縁に圏線を巡らせるが、側縁は欠損し、凸面は削 り取 られる。顎は曲線顎であ

る。長い唐草文を施す。平瓦凹面はナデ調整する。凸面はナデ調整する。平安時代か。 トレンチ 1の

基壇南東角より出土。

77は 鬼瓦である。周縁に竹管文を押捺 し、それに沿って沈線を施す。隆起 した部分は眉の一部と考

えられ、線刻が残る。円周部はナデ調整する。裏面はナデ調整する。鎌倉時代。 トレンチ 1の 3層基

壇上面より出土。78は鬼瓦か。円周部は弧を描 き、内側に厚みのある隆起を施す。その下に弧状の突

起を施す。円周部はナデ調整する。裏面はナデ調整する。時期は不明。 トレンチ 1の 4層出土。

79は燻 した有段式の丸瓦である。凹面はナデ調整する。端面及び側面付近はケズリによって面をも

つ。 トレンチ 1の 2層 より出土。80は 有段式の九瓦である。凹面は布 目が残る。端面はケズリによっ

て面を持つ。凹面は風化、剥離によって調整方法は不明。玉縁部はナデ調整する。 トレンチ 2の 2・

3層 より出土。81は平瓦である。凹面はナデ調整するが布目痕が残る。凸面は格子のタタキ痕が残る。

格子の線は幅0。7～ lcm、 高さは 2～ 3mm。 飛鳥時代。 トレンチ 2の 2・ 3層 より出土。82は 九瓦

である。凸面は格子のタタキが残る。凹面は布 目が残る。側面近 くをナデ調整する。端面及び側面は

ケズリによって面をもつ。飛鳥時代。 トレンチ 2の 2・ 3層 より出土。83は 平瓦である。凹面はナデ

調整するが布 目痕が残る。凸面は縄 目のタタキの後、端部近 くをナデ調整する。端部はケズリにより

二面をもつ。側部はケズリにより面をもつ。 トレンチ 1の 2,3層 より出土。841ま 平瓦である。凸面
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は布目が残る。端面から約2.5cmの 間に幅約2.3cmの板状の圧痕が残る。凹面は縄目のタタキの上か

らナデ調整する。端面はケズリにより面をもつ。 トレンチ 1の階段東辺より出土。85は 平瓦である。

凹面はナデ調整するが、布目痕が残る。凸面は端面付近をナデ調整 し、他は縄 ロタタキ痕が残る。端

面及び側面はケズリにより面をもつ。にぶい黄橙色 (凸面 )、 明赤褐色 (凹面)ト レンチ 2の 2・ 3

層より出土。86は 九瓦である。凹面は布目が残る。側面付近をケズリにより面取 りする。凸面は格子

のタタキ痕が残る。側面はケズリにより面をもつ。飛鳥時代。 トレンチ 2の 2・ 3層 より出土。87は

燻 しの平瓦である。凹面、凸面 ともにナデ調整する。端面及び側面はケズリにより面をもつ。 トレン

チの 2・ 3層 より出土。88は無段式の丸瓦である。凹面は布 目が残る。凸面は縄 目のタタキを施した後、

ナデ調整する。端面付近に一部指オサエ痕が残る。89は平瓦である。凹面は布 目が残る。端面より5

～ 6cmの間に幅 2～ 3cmの板状の圧痕が残る。凸面は端面付近に縄 ロタタキが残るが、他はナデ

調整する。端面及び狽I面はケズリによって面をもつ。 トレンチ 2の 3層 より出土。

8)ま とめ

今回の調査成果をまとめると以下のとおりである。

①塔 (仏堂)基壇

基壇裾部は土羽状の法面をもち、それらの改変は10世紀から11世紀の間に行われた。また、前回の

調査で確認されたC5礎石が動かされた時期等を含めた基壇上面の改変時期は15世紀と考えられる。

したがって、基壇上面は、基壇裾部が改変を受けた以降にも改変を受けていた。また、現存する基壇

規模は南北10.2m、 東西12.3mと 推定できた。このことから、後世の塔 (仏堂)基壇への改変は少な

くとも二時期に及び、基壇全体が創建時から大きく損なわれていることが改めて確認できた。今後、

史跡整備にあたっては、現】犬保存を軸としながらも、できるだけ創建当初の塔の姿に近づけていくよ

うなデータの収集が不可欠であり、特にこれまで未調査である基壇北面及び東面についての発掘調査

が必須である。

②金堂

今回の調査では、当初の調査計画からすれば、基壇前面の石列を再確認し、旧地表面までの層の堆

積状況を確認できたことが唯―の調査成果であつたといえる。ただし、今回検出した旧地表面は、基

壇外を覆う土石流状の堆積層である第4層 を含んでおり、また、 トレンチ西側の傾斜面での旧地表面

が確認できなかった。史跡整備に向けてのデータとしては、 トレンチ西側での、東へと傾斜する自然

地形における第4層下の堆積状況の確認が必要である。

また、今回の調査で再度確認した、大きく削平を受けた基壇上面及びその復元プランについても、

整備委員会をより再度検討を要する旨の指導をいただいた。今後の課題として金堂復元プランの見直

すとともに、基壇上面を再調査することで、現存する遺構の確認を急ぐ必要がでてきた。

【参考文献】

財団法人古代学協会・古代学研究所編1994『平安京提要』角川書店
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第 3章 西ノ辻遺跡第49。 50次発掘調査

1)イよじめに

西ノ辻遺跡は、東大阪市東山町、弥生町、宝町、南荘町、西石切町一丁目及び西石切町三丁目に位

置する弥生時代前期中頃から後期、奈良時代から室町時代にかけての複合遺跡である。

本遺跡の存在が知られるようになったのは、昭和16(1941)年 に、現在の近鉄バス枚岡営業所の場

所を整地 しようとした際に大量の弥生土器が発見されたことによる。昭和16年から17年 までの京都大

学の調査で、弥生時代の標式遺跡として全国的にも著名になった。その後、今回の調査を含め、50次

にのぼる調査が行われた。

2)調査の経過

平成23年 12月 、東大阪市弥生町1278番において、個人住宅建設に伴う「埋蔵文化財発掘の届出」が

提出された。当該建築物の基礎工事は、柱状改良工事を含むもので、埋蔵文化財への影響が懸念され

たため、事前の確認調査が必要な旨を届出者に通知した。その後、平成23年 12月 20日 に埋蔵文化財

確認調査を実施 した。調査の結果、調査 トレンチ GL-0.6mか ら1.4mの 間で弥生時代から古墳時代に

かけての弥生土器及び須恵器が出土し、溝状の遺構を検出した。この結果に基づき協議代理者と取扱

いについての協議を行い、翌平成23年 12月 21日 に新たな調査 トレンチを設定して西ノ辻遺跡第49次発

掘調査として行った。調査面積は、確認調査とトレンチと合わせて7.45だ となった。

また、平成23年 12月 に東大阪市弥生町1291番ほかにおいて、個人住宅建設に伴う「埋蔵文化財発掘

~~~石 ~~~~~― ―
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の届出」が提出された。当該建築物の基礎工事は、柱状改良工事を含むもので、埋蔵文化財への影響

が懸念されたため、事前の確認調査が必要な旨を届出者に通知した。その後、平成24年 1月 24日 に

埋蔵文化財確認調査を実施 した。調査の結果、GL l.2mよ り、古墳時代から中世期にかけて遺物包

含層を検出し、また GL l.45mよ り弥生時代から古墳時代の遺物包含層及びピット状の遺構を検出し

た。この結果に基づき協議代理者と取扱いについての協議を行い、平成24年 1月 30日 に新たな調査 ト

レンチを設定して西ノ辻遺跡第50次発掘調査 として行った。調査面積は、確認調査とトレンチと合わ

せて7.2だ となった。

3)第 49次調査の概要

調査は重機を使用 し、遺物が採集できるよう、慎重に行った。また、確認調査 トレンチ及び調査 ト

レンチの位置は第 2図のとお りであり、各 トレンチ間の距離は約 lmである。

各調査 トレンチの層位は以下のとお りである。

①確認調査 トレンチ

第 1層 褐灰色 (10YR5/1)細礫混じり砂質土。

第 2層 褐灰色 (10YR6/1)粘 質土。中世の上器含む。

第 3層 灰黄褐色 (10YR4/2)細礫混じり砂質土。

第 4層 明責褐色 (10YR6/8)シ ル ト。

第 5層 灰白色 (10YR8/1)シ ル ト。

第 6層 褐灰色 (10YR6/1)シ ル ト。

第 7層 黒褐色 (10YR3/2)細 ～中礫混 じり砂質土。人頭大の礫含む。

第 8層 黒色 (10YR2/1)細礫混 じり粘質土。

第 9層 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)砂 質土。

第10層 灰色 (5Y4/1)シ ル ト質土。粘性強い。

②調査 トレンチ

第 1層 灰黄褐色 (10YR5/2)砂 質土。整地層。

第 2層 黒褐色 (10YR3/1)細 ～中礫混 じり砂質土。ピット埋土。

第 3層 灰黄褐色 (10YR4/2)細 ～中礫混じり砂質土。摩耗 した遺物含む。

第 4層 にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 土質砂。

第 5層 暗褐色 (10YR3/3)細 ～中礫混 じり砂質土。

第 6層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト質砂。

敷地境界線

第 7層 黒褐色 (10YR3/2)細 ～中礫混 じり砂

質土。

第 8層 暗褐色 (10YR3/4)粘 土質シル ト。

確認調査の結果、確認調査 トレンチ第 3層 で中

世から近世にかけての遺物が出上した。近世以降

の整地上と思われる。また、第 7層から第 9層 で

弥生土器を含む遺物包含層を検出した (第 3図 )。

調査 トレンチ内の堆積状況を確認 したところ、こ

の遺物包含層は、西から東へ傾斜 し、北東方向へ

伸びていく溝状の遺構の埋上である。出土した遺

確認調査箇所   道 路

再

0  (1/400) 10m
l     l    l

第 2図 調査 トレンチ位置図

く

キ
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物には、弥生時代中期の甕が含まれていた。

調査 トレンチでは、試掘調査結果を基に、重機を使用し先行 トレンチの機械掘削を行い、層の堆積

状況を確認した。その結果、第 4層上面で 2列の溝を検出した。

溝 1は南北方向に伸びる鋤溝で、幅14cmか ら20cmを測る。第 3層下面の遺構である。先行 トレ

ンチ東壁面では第 3層上面でピット状の遺構を確認 した。どちらも遺物が確認できなかったため、時

期は不明である。

溝 2は第 4層 を切 り込んでいる

が、トレンチの設定範囲の関係上、

広が りは不明である。土坑である

可能性も考えられる。西方向への

広が りは確認できなかった。埋土

は黒色 (10YR 2/1)、  1～ 3mm
の礫まじり砂質土である。遺物に

は弥生土器が含まれていた。第 2

層から第 4層で出上した遺物は土

師器小片が多 く、明確な時期が明

らかでない。第 5層以下は自然堆

積層である。調査 トレンチの遺構

面と確認調査 トレンチの溝状の遺

構面の深さと比較 して、調査 トレ

ンチ付近では20cmほ ど東に傾斜

をもっていたと考えられる。

4)50次調査の概要       浄暦殿鼈縄 留堺留拝
土。

調査は重機 を使用 し、遺物が採   晉:露雛 t出母:チ3鯉I跳
り質土。

集できるよう、慎重に行った。ま

た、確認調査 トレンチ及び調査 卜     第3図 本調査箇所北壁 。東壁断面。第2面平面図

レンチの位置は第4図のとおりであり、各 トレンチ間の距離は約 5mである (第 7図 )。

①確認調査 トレンチ

第 1層 暗緑灰色 (10GY4/1)2～ 3cmの礫混じリシルト。中世期の上器出土。

第 2層 黒褐色 (10YR3/1)粘 土質シルト。中世期の上器出土。

第 3層 暗緑灰色 (7.5GY4/1)礫混じり粘土質シルト。弥生時代～古墳時代の上器出土。

第4層 暗オリーブ灰色 (5GY3/1)2～ 3cmの礫混じり粘土質シル ト。弥生時代～古墳時代の

上器出土。

第 5層 暗褐色 (10YR3/3)砂混じり粘土質シルト。地山層。

②調査 トレンチ

第 1層  褐灰色 (10YR4/1)粘 質土。旧耕作土。

第 2層  にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂 質土。しまり強い。床土。

第 3層  褐灰色 (10YR5/1)砂 質土。中世～近世の土器出土。

第4層  灰黄褐色 (10YR4/2)砂 質土。中世の上器出土。第 1面。

TP
二30m          北壁

W

TP
+12 0m

第 1面
第 2面

↓
や

＋
“
ω
Ｏ
ヨ

洒
＼

十

器

ユ
剛

器

］
到0 (1/50) lm

i   I   I
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2黒褐色 (10VR3/1)細 ～中礫混じり砂質土。ビット埋土。
3灰 黄掲色 (10YR4/2)細 ～中礫混じり砂質土。摩耗した遺物含む。
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く

丼

道  路

第 5層  黒褐色 (10YR 2/2)砂質土。弥生時代の上

器含む。

第 6層  黒褐色 (10YR 2/3)粘 質土。第 2面。地山層。

確認調査の結果、第 1層及び第 2層で古墳時代から中

世期にかけての遺物包含層を、第 3層及び第 4層で弥生

時代から古墳時代にかけての遺物包含層をそれぞれ検出

した (第 5図 )。

引き続 き実施した発掘調査では、第 3層で、弥生土器

中期の高必、高台の退化した瓦器椀、近世の陶磁器など

の遺物を含む包含層を確認 した。また第 5層で、第 6層

(地 山層)を覆う遺物包含層を確認 したが、遺構は検出

できなかった。検出した遺構 としては、第 4層及び第 6

隣地境界線
―

層上面でそれぞれピットを検出した。

第 4層上面では、 6個のピットを検出した (第 6図 )。

ピット1は、径 (長軸)28cmで、埋土は黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト質粘土である。瓦器椀及び弥

生土器片が出土している。

ピット2か らピット5は、南北方向に約40cm間 隔で概ね等距離に並んでいる。ピッ ト2か らピッ

ト5の径 (長軸)はそれぞれ、21.2cm、 24.4cm、 30.8cm、 24.2cmである。埋土は全て灰黄褐色 (10YR

5/2)の粘質上である。調査 トレンチの範囲の関係上、これ以上の広が りは不明である。断面観察より、

ピット3及びピット4は ピット6を切 り込んでいる状況が確認された。

ピット6は径 (短軸)17.8cmで、埋土は暗褐色 (10YR 3/4)シル ト質粘土である。断面観察では

第 9層 を切 り込んでいるが、切 り込み範囲は不明瞭であった。ピット9は、径19.6cmで、埋土はピッ

ト1と 同色のシル ト質粘上で、遺物は含まれていなかった。

また、出上した土器では、ピット1よ り瓦質土器が、ピット6よ り和泉型の瓦器椀が出土している。

埋没時期は瓦器椀の年代観より13世紀代 と考えられる。

第 6層上面で 2個のピットを検出した。

ピット7及びピット8はそれぞれ、径 (長軸)が23.8cm、 21.6cmで、埋土は黒色 (10YR2/1)粘

質土である。ピット 7よ り弥生土器が出土している。

1 褐灰色 (10YR4/1)粘 質土 (旧耕土)

2 にぶい黄掲色 (10YR4/3)砂 質上 しまり強い 整地層
3 褐灰色 (10YR5/1)砂 質土
4 灰黄褐色 (10YR4/2)砂 質土

5 黒褐色 (10YR2/2)砂 質土。弥生時代の土器含む。
6 黒褐色 (10YR2/3)粘 質土。第 2面。地山層。

0   (1/500) 10rn
I       I       I

第 4図 調査 トレンチ位置図
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5)出土遺物

調査ごとの出土遺物を以下にまとめる。

①西ノ辻遺跡第49次

1～ 4は全て弥生土器である。

lは発である。口縁端部は面をもつ。頚部は「 く」の字状に屈曲する。体部はやや丸みをもつ。内

面は口縁部から体部上半をナデ調整し、下半はハケメ (8条/cm)の ちヘラケズリ調整する。外面は

口縁部～頸部がナデ調整し、体部はハケメ (10条/cm)の ちヘラミガキ調整する。日径は27.4cm。 畿

内Ⅳ様式。2は器台の体部である。内側に直線的にのびる。径1.2cmの 円形の穿孔を施す。内面はナデ、

外面はヘラミガキ調整する。溝 2出土。 3は壷の体部。直線的にのびる。内面はナデ、外面は櫛描直

線文。 4は壺の体部。やや内湾気味にのびる。内面はナデ、外面はナデ、櫛描直線文。 1。 2・ 4は

在地産、 3は他地域産である。 2～ 4は弥生時代中期の所産である。 1は確認調査 トレンチ第 9層、

2～ 4は調査 トレンチ溝 2出土である。

第2面   0 (1/50) lm
I    I    I
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第 7図 西ノ辻遺跡第49・ 50次出土遺物実測図
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②西ノ辻遺跡第50次

1は瓦器椀の底部である。高台は断面三角形の低い形状を呈する。内面は摩減のため調整方法不明、

外面は指オサエ調整する。13世紀代の所産である。調査 トレンチ第 3層出土。

2～ 6は弥生土器である。

2は奏の口縁部である。口縁端部は丸 く納まり、日縁都は「 く」の字状に屈曲する。内外面ともに

ナデ調整する。確認調査 トレンチ第 3層 出土。 3は壷蓋である。日縁端部は面をもつ。内面はヘラケ

ズリ調整し、外面は摩滅している。調査 トレンチピット3出土。 4は壷または鉢の回縁部である。口

縁端部は面をもち、口縁部は内湾気味に立ち上がる。内面はナデ調整する。外面は口縁端部に刻日、

日縁部に櫛描簾状文、櫛描直線文を施す。確認調査 トレンチ第 3層出土。 5は高杯の回縁部である。

口縁端部はやや垂下する。上面には刻目の施された突線、扇形文を施す。側面には刻目、円形浮文を

貼 り付ける。確認調査 トレンチ第 3層出土。 6は壷の体部である。直立気味に立ち上がる。内面はナ

デ調整する。外面はナデ調整し、櫛描直線文、櫛描簾状文を施す。調査 トレンチ 5層出土。 2・ 3は

在地産、その他は他地域産である。すべて弥生時代中期の所産である。

7は縄文土器の深鉢である。平底である。内外面はナデ調整。縄文時代晩期の所産である。調査 ト

レンチピット3出土。

6)ま とめ

第49次調査では、確認調査 トレンチで弥生時代の溝を検出できた。また、調査 トレンチでは、鋤溝

と思われる南北方向の溝を検出した。今回の調査区より旧国道を隔てた地点で実施された西ノ辻遺跡

第43次発掘調査によれば、T.P.+13～ 13.5m付 近で弥生時代から中世の遺構が検出されている。特に

中世の遣構では、多数の鋤溝が検出されており、自然地形の傾斜を考慮すれば、今回の調査で検出さ

れた第 3層下面での鋤溝 との関係が指摘できる。

第50次調査では、三時期における遺構を検出した。第 4層上面では、40cm間隔で南北方向に連続

する4つのピットを検出した。埋土に瓦器椀が含まれていることから、中世の遺構であることを確認

した。地山層である第 6層上面でも2個のピットを検出し、その埋土より弥生土器が出土 している。

西ノ辻遺跡は弥生時代から中世にかけての複合集落であることからも、既往の調査結果とも矛盾 しな

いが、今回の調査では弥生時代から中世に至る間の時代における遺構を検出できなかったため、付近

の調査事例の増加が望まれるところである。
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東大阪市教育委員会2002F東大阪市下水道事業関係発掘調査概要報告 平成13年度習

吼 幾 機 欝
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第 4章 山畑古墳群第32次発掘調査

1)は じめに

山畑古墳群は、東大阪市瓢箪山町、上四条町及び客坊町にわたる6世紀前半から7世紀初頭にかけ

ての群集墳である。また、その中に弥生時代の高地性集落と考えられている山畑遺跡を包含する。

これまでに確認されている古墳は68基 を数え、市内最大の群集墳である。ただし、後世、特に近代

以降の開墾などによりその多 くは被壊又は欠損を受け、現存 している古墳は半数いかの約20基に減少

している。古墳の標高は、20m～ 150mの山地斜面から扇状地高位面に分布 している。

昭和30年代より、当時の枚岡市教育委員会 (現東大阪市教育委員会)に よって、古墳の発掘調査が

進んだことにより、古墳の規模、形態としては直径10m～ 15m程度の円墳、方墳又は双円墳などであっ

たことが確認されている。

これまでの調査で古墳から出土した遺物については、6世紀後半から7世紀初めにかけての須恵器、

土師器、鉄製武器、馬具、装身具などがあり、特に馬具類の出上が多いことから、被葬者は馬の飼育

などに関わった部族である可能性が指摘されている。

2)調査の経過

平成23年 11月 、東大阪市客坊町985香 12及 び13において、個人住宅建設に伴う「埋蔵文化財発掘の

届出」が提出された。当該建築物の基礎工事は、柱状改良工事を含むもので、埋蔵文化財への影響が

1001n

添  1尽 ミ 十旧ィサ痢にユf蘇螂 周「ドFヽv7

汁
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イ

第 1図 調査位置図
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懸念されたため、事前の確認調査が必要な旨を届出者に通知した。その後、平成24年 1月 15日 に確認

調査を実施 した。調査の結果、調査 トレンチ第 1層 (GL‐ 1.lm、 明褐色 (7.5YR 5/6)混 じりの黒

褐色 (2.5Y3/2)粘土質シル ト層)よ り中世期の瓦器椀片を含む遺物包含層を、第 2層 (GL-1.3m～ ■6m、

5cm大の礫混 じり黒色 (7.5YR 2/1)粘土質シル ト層。)よ り上師器片を含む遺物包含層をそれぞれ

検出した。この結果に基づき協議代理者と取扱いについて協議を行い、平成24年 1月 31日 及び 2月 1

日に トレンチを設定して調査を行った。調査面積は、確認調査 とトレンチと合わせて11.25ゴ となった。

3)調査の概要

調査は重機を使用 し、遺物が採集できるよう、慎重に行った。また、確認調査 トレンチ及び調査 ト

レンチの位置は第 3図のとおりであり、各 トレンチ間の距離は約 3mである。

確認調査 トレンチ

盛土層 現代のレンガ片、近代の陶磁器、須恵器片、土師器片含む。

第 1層 黒褐色 (2.5Y3/2)粘土質シル ト。中世期の瓦器椀片、土師器片含む。

第 2層 黒色 (7.5YR 2/1)粘 土質シル ト。 5cm大の礫混じり。中世期の土器含む。

第 3層 黒色 (N2/0)シ ル ト質粘土。 5cm～ 15cm大の礫混 じり。

敷地境界線

調査 トレンチ

盛土層

第 1層 にぶい灰黄褐色 (10YR5/3)粘 土質

シル ト。旧耕土。

第 2層 黒褐色 (10YR3/2)砂 混 じり粘土質

シル ト。 2、 3cm大の礫多 く含む。

近世の遺物包含層。

第 3層 暗褐色 (10YR3/3)砂 混 じり粘土質

シル ト。近世の遺物包含層。

第 4層 黒褐色 (7.5YR3/1)砂質シル ト。 2、

3cm大の礫含む。近世の遺物包含

層①

第 5層 暗緑灰色 (10GY3/1)シ ル ト。近世

の遺物含む。

第 6層 暗オリーブ灰色 (2.5GY 4/1)シル ト。

近世の遺物含む。

第 7層 黒色 (7.5YRl.7/1)シ ル ト質粘土。

5cm～ 15cm大の礫混 じり。

確認調査の結果、二層にわたる遺物包含層

を検出した (第 4図 )。 両 トレンチともに共

通して盛土層やそれに伴う撹乱を受けてお

り、遺物包含層の一部も削平されているが、

層の堆積状況から、確認調査 トレンチ第 1層

に対応する層が調査 トレンチの第 2層から第

|

「
~~~――

卜

‐

確認調査箇所

神

本調査箇所

己

道

　

路

0 (文 /500)10m
i   l   I

第 2図 調査 トレンチ位置図

GL lm

G L 2m

l 黒褐色 (25Y3/2)粘 土質シル ト
2 黒色 (7 5YR2/1)大 礫混じり粘土質シル ト

3 黒色 (N2/0)大礫混じリシル ト質粘土

第 3図 確認調査断面図
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GL lm

GL 2m

1 灰黄褐色 (10YR5/2)粘 質土  (旧耕土)

2.黒褐色 (10YR3/2)粘 質土 大礫多く含む
3.暗褐色 (10YR3/3)粘 質土 砂質シル ト
4.暗褐色 (10YR3/4)砂 質土 大礫含む

3)出土遺物

確認調査 トレンチの第 2～ 4層 より出土した土

器のうち、中世以前の所産であるもので、図化で

きたのは次の 1点である。

土師器皿である。底部は平底を呈し、口縁部は

緩 く外反する。口縁端部は、丸 く終わる。底部内

外面の調整方法は不明。内面は、口縁部内外面は、

GL-2m

0 (1/50) lm
l   I   I

5.暗緑灰色 (10GY3/1)シ ル ト
6.暗オリーブ灰色 (2 5GY4/1)砂 質シル ト
7.黒色 (10YR2/1)人 頭大の礫を多く含む (地山)

1

0   (1/4)  10cm
l     l     l

第5図 山畑古墳群第32次出土遺物実測図

ヨコナデ調整する。14世紀前半。

第4図 本調査箇所南壁・東壁断面

4層であると考えられる。確認調査 トレンチ第 4層対応する包含層は、調査 トレンチからは検出でき

なかった。また、調査 トレンチ第 2層から第 4層の出土遺物を精査 した結果、近世の陶磁器片を含ん

でいることが判明したため、これらの層は、近世以降の整地層であると考えられる。確認調査 トレン

チ第 7層及び調査 トレンチ第 5層で検出した黒色のシル ト質粘土層は、遺物を含まない自然堆積層で

ある。調査 トレンチ第 4層及び第 6層 は第 7層 を覆っている層であり、整地が行われたのもこの時期

と考えられる。

4)ま とめ

調査地近辺では、段々の田畑 として利用されている土地が見受けられるが、これらの土地の旧地形

は傾斜をもった扇状地状の斜面であったと考えられている。今回の調査の結果、この傾斜面を利用 し

た開発が近世以降に行われたことが窺われる。

既往の調査では、山畑古墳群第18次発掘調査が、本調査地より約30m西側にて行われている。同

調査では、中世期にはこの地域での棚田の開発が始まっていたとされるが、今回の調査によって東側

の整地はそれよりもさらに新 しい時代に行われたことが確認できた。

【参考文献】

東大阪市教育委員会2001『東大阪市埋蔵文化財発掘調査概報―平成12年度―』
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第 5章 若江遺跡第86次発掘調査

1)は じめに

若江遺跡は、東大阪市若江本町、若江北町及び若江南町にわたる弥生時代中期から江戸時代にかけ

ての複合遺跡である。昭和 9(1934)年 に楠根川の改修工事に伴い、弥生土器、須恵器、土師器、瓦

などが出上したことから、遺跡の存在が知られるようになった。昭和47(1972)年 、東大阪市立若江

小学校校舎増築に伴う第 1次発掘調査が実施されて以降、今回の調査を含めて、86次の調査が行なわ

れてきた。遺跡は、東西約750m、 南北約1,000mの 範囲と推定され、現在の、玉串川、楠根川にあた

る旧河川の微高地上又は自然堤防上に位置していたと考えられている。

既往の発掘調査又は文献史料によって、若江遺跡には、各時代の集落跡のほか、奈良時代から平安

時代の若江郡衛及び若江寺、室町時代から安土桃山時代の若江城の存在が知られている。若江寺は、

飛鳥時代後期に創健され、室町時代まで存続したと考えられている古代寺院である。ただし、これま

での調査で寺域や建物に伴う遺構は確認されていない。

若江城は、室町時代初期に河内の国守護、畠山基国によって築かれ、守護所とされていた時期 (第

1期 )、 安土桃山時代、三好義継によって築かれた城であった時期 (第 2期 )、 そして、その義継を滅

ぼした織田信長が石山本願寺攻めの拠点としていた時期 (第 3期)に区分されている。第 1期及び第

2期の城館に関する遺構は、堀や井戸が見つかっているだけである。第 3期の城は、現在の若江幼稚

園を中心に東西約180m、 南北約190mの 主郭をもち、周囲に逆茂木の打たれた幅約15mか ら30m、 深

さ3.5m前後の内堀に囲まれていたことが、既往の発掘調査で判明している。いずれにしても、若江
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0 (1/500)10m
l   I   I

城は、織田信長が石山本願寺との合戦が終

了した後に廃城となったようである。

2)調査の経過

平成23年 12月 、東大阪市若江本町四丁目

926番 において、個人住宅建設に伴う「埋

蔵文化財発掘の届出」が提出された。当該

建築物の基礎工事は、柱状改良工事を含む

もので、埋蔵文化財への影響が懸念された

ため、事前の確認調査が必要な旨を届出者

に通知した。その後、平成24年 2月 20日 に

確認調査を実施した。調査の結果、調査 ト

レンチGL O.6mか ら1.4mの 間で弥生土器、第 2図 調査 トレンチ位置図

須恵器及び奈良時代から室町時代にかけての瓦等を含む遺物包含層を検出した。この結果に基づき協

議代理者と取扱いについての協議を行い、平成24年 2月 22日 及び 2月 23日 に新たな調査 トレンチを設

定して調査を行った。調査面積は、確認調査とトレンチと合わせて 7∬ となった。

3)調査の概要

調査は重機を使用 し、遺物が採集できるよう、慎重に行った。また、確認調査 トレンチ及び調査 ト

レンチの位置は第 2図のとお りであり、各 トレンチ間の距離は約 2mである。

①確認調査トレンチ

盛土。

第 1層 にぶい黄橙色 (10YR6/4)砂礫混 じり粘土質シル ト。近代の遺物含む。

第 2層  にぶい責褐色 (10YR5/3)砂礫混 じり粘土質シル ト。近代の遺物片含む。

第 3層 掲灰色 (7.5YR5/1)細 礫混じリシル ト。土器、瓦含む。

第 4層 黄灰色 (2.5Y5/1)粘 土質シル ト。土器、瓦含む。

第 5層 褐色まじり暗灰黄色 (2.5Y4/2)細礫混じり粘土シル ト。土器、瓦含む。

第 6層 黒色 (10YR l.7/1)砂礫混 じり粘土質細～中粒砂。瓦、土器含む。

②調査トレンチ

盛土。

第 1層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)粗・中粒砂混じり粘土質シル ト。土器含む。

第 2層 灰黄褐色 (10YR4/2)細礫混 じリシル ト。土器含む。

第 3層 暗灰黄色 (2.5Y4/2)細礫混 じり砂質シル ト。中世～近世の上器含む。

第 4層 灰色混 じり責灰色 (2.5Y4/1)細 礫混じり砂質シル ト。中世～近世の土器含む。

第 5層 灰色混 じり褐色 (10YR 4/4)礫混 じり粘土質シル ト。中世の上器含む。

第 6層 褐色混 じり灰色 (5Y5/1)粘土質シル ト。瓦、土器含む。

第 7層 灰黄褐色混 じり灰色 (N4/0)砂礫混 じり粘土質シル ト。瓦、土器含む。

第 8層 青灰色 (5PB 6/1)粘土質細～中粒砂。瓦、土器含む。

調査の結果、 6層にわたる遺物包含層を検出した (第 3図 )。

確認調査 トレンチ第 1層及び第 2層 は、調査 トレンチの第 1層から第 3層 に対応する責褐色系のシ
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ル ト層である。出土追物より、近世終わ

りごろから近代にかけての整地層と考え

られる。

確認調査 トレンチ第 3層及び第 4層

は、調査 トレンチ第 4層及び第 5層 に対

応すると考えられる褐色系のシル ト層で

ある。土師器皿・羽釜、瓦器椀、瓦質土

器、近世の陶磁器等を含む層である。庇

型土製品は第 5層から出上した。

確認調査 トレンチ 5層は、調査 トレン

チ第 6層及び第 7層 に対応する。奈良時

代から中世にかけての瓦片、土師器皿、

瓦質土器、瓦器椀等を含む灰色系のシル

ト層である。確認調査 トレンチ第 6層 は、

調査 トレンチ第 8層 に対応する青灰色の

粘土質の砂層である。土師器高杯・皿・

羽釜、瓦器椀等が出土している。また奈

良時代から平安時代にかけての瓦片が多

く含まれる。

層の堆積状況より、最下層の青灰色砂

層は、溝状の遺構の底部に堆積 した層と

思われる。さらにその上面に堆積 した若

江寺関連の瓦を含む灰色系シル ト層を埋

土として整地が行われた。出土遺物より

整地が行われたのは室町時代後期と考え

られる。その後、近世に調査 トレンチ第

4層及び第 5層 により再度整地が行われ

たと推測できる。

0 (1/50) lm
i   l   I

1.にぶい黄橙色 (10YR6/4)砂 礫混じり粘土質シルト。近代の遺物含む。
2.にぶい黄褐色 (10YR5/3)砂 礫混じり粘土質シルト。近代の遺4/J片 含む。
3 褐灰色 (7 5YR5/1)細 礫混じリシルト。土器、瓦含む。
4 黄灰色 (25Y5/1)粘土質シルト。 土器、瓦含む。
5 褐色まじり暗灰黄色 (25Y4/2)細 礫混じり粘土シルト。土器、 瓦含む。
6 黒色 (10YR l.7/1)砂礫混じり粘土質細～中粒砂。瓦、土器含む。

0 (1/50)lm
l   I   I

1にぶい黄褐色(10YR4/3)粗・中粒砂混じり粘土質シルト。土器含む。
2灰黄褐色(10YR4/2)細礫混じリシルト。土器含む。
3暗灰黄色(2.5Y4/2)細礫混じり砂質シルト。中世～近世の上器含む。
4灰色混じり黄灰色(25Y4/1)細 礫混じり砂質シルト。中世～近世の土器含む。
5灰色混じり褐色(10YR 4/4)礫 混じり粘土質シルト。中世の土器含む。
6褐色混じり灰色(5Y5/1)粘土質シルト。瓦、土器含む。
7灰黄褐色混じり灰色(N4/0)砂礫混じり粘土質シルト。瓦、土器含む。
8青灰色(5PB 6/1)粘 土質細～中粒砂。瓦、土器含む。

第 3図 確認調査 。本調査箇所南壁断面

4)出土遺物

今回の調査で出土した遺物のうち、図化できたもの又は特徴的なものを紹介する。

1～ 10。 18は土師器である。 1～ 5・ 8～ 10は 皿である。

lは 口縁端部が九 く納まる。内外面はナデ調整する。口径は12.Ocm。 確認調査 トレンチ 3～ 5層出

土。 2は日縁端部がやや尖 り気味である。口縁部は外上方に立ち上がる。内面はナデ、外面は指オサ

エ調整する。日径は12.Ocm。 調査 トレンチ 5層出土。 3は 口縁端部が九 く納まる。内面はナデ、外面

は指オサエ調整する。口径は15.8cm。 調査 トレンチ 5層 出土。 4は 口縁端部が丸 く納まる。日縁部は

外上方に立ち上がる。内面はナデ、タト面は指オサエ調整する。口縁端部に灯明痕が残る。口径は8.8cm。

調査 トレンチ 6・ 7層出土。 5は口縁端部が九 く納まる。口縁部は段をもち、端部は上方に短 く立ち

上がる。内面はナデ、外面は指オサエ調整する。口径は9.2cm。 調査 トレンチ 6・ 7層 出土。 8は 口

縁端部が丸 く納まる。内面はナデ、外面は指オサエ調整する。口径は12.8cm。 9は口縁端部がやや尖

確認調査
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第4図 若江遺跡第86次出土遺物実測図

り気味である。日縁部はわずかに屈曲する。内面はナデ、外面は指オサエ調整する。口径は14.Ocm。

10は 口縁端部が丸 く納まる。内面はナデ、外面は指オサエ調整する。口径は14.Ocm。 調査 トレンチ 3・

4層出土。 9は 16世紀代、その他は13世紀代の所産である。調査 トレンチ 3・ 4層出土。

6は風炉である。口縁端部は丸 く納まる。体部は直線的にのびる。内外面ともにナデ調整する。口

径は32.4cm。 16世紀の所産。調査 トレンチ 6。 7層 出土。 7は羽釜である。口縁端部は丸 く納まり、

口縁部は「く」の字状に外反する。内面はナデ、外面はヘラケズリ調整する。口径は22.4cm。 河内型。

12世紀の所産。調査 トレンチ 6・ 7層出土。18は香炉である。口縁端部は九みをもち、体部は内湾する。

内面はナデ、指オサエ調整する。外面はナデ調整する。口径は8,Ocm。 16世紀代の所産。調査 トレンチ 6・

7層出土。

11～ 15は瓦器である。 11・ 12は椀である。

11は高台が断面台形を呈する。見込みの暗文は平行線状である。外面はナデ調整する。底径5.2cm。

和泉型。13世紀中頃の所産。調査 トレンチ 5層 出±。12は 口縁端部が九 く納まる。体部は内湾気味で

ある。内面はヘラミガキ、外面は指オサエ調整する。口径は12.8cm。 和泉型。13世紀の所産。調査 ト

レンチ 6・ 7層出土。

13は悟鉢である。口縁端部は面をもち、内傾する。体部は内湾 しながら立ち上がる。内面は悟 り日、

ナデ。外面はナデ、ケズリ。口径は22.4cm。 大和型。16世紀前半の所産。調査 トレンチ 6。 7層出土。

14は茶釜である。口縁端部は面をもつ。口縁部は短 く立ち上がる。内面はナデ、外面は摩減のため調

整方法不明である。口径は22.6cm。 15～ 16世紀の所産。14は確認調査 トレンチ 3～ 5層 出土。15は

足鍋の脚である。断面は円形を呈する。内面はハケメ、外面はナデ。13世紀の所産。調査 トレンチ 6・

7層出土。

-56-



ギ 酔＼o
0   (1/2)   5cm    19
1     1     1

第 6図 鹿型土製品

22

(1/4)

第5図 若江遺跡第86次出土遺物実測図

16は 白磁碗である。口縁部は肥厚 し玉縁 をなす。体部は緩やかに立ち上がる。口径 は16.2cm。 13世

紀の所産。調査 トレンチ 6。 7層出土。

17は 陶磁器の指鉢である。備前焼。内面は括 目、

ナデ調整する。外面はナデ調整する。口径は34.Ocm。

15世紀代の所産。調査 トレンチ 6・ 7層出土。

19は鹿型土製品である。型成形である。近世の所

産か。試掘 トレンチ 3～ 5層出土。

20～ 23は 瓦である。

20は 平瓦である。凹面は布 目痕、凸面は縄 ロタタ

キ痕が残る。調査 トレンチ 6・ 7層 出土。21は 丸瓦

である。凹面は布 目痕が残 り、凸面はナデ調整する。

調査 トレンチ 6。 7層 出土。22は 雁振瓦である。凹

面は布 目痕が残 り、凸面はナデ調整する。調査 トレ

ンチ 6・ 7層 出土。23は 軒平瓦であるが、瓦当部は

欠損する。凹面は粗い布 目痕、凸面は工具によるナデ。

白鳳期の所産か。確認調査 トレンチ 6。 7層 出土。

5)ま とめ

今回の調査区は第 7図 に示 したとお り、若江城関連の堀又は溝と考えられている場所に非常に近い

位置にある。調査 トレンチの面積に制約があったため、詳細は不明だが、今回検出した大量の遺物の
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出土状況及び土層の堆積状況から考えれば、今回の調査区全体が、若江城関連の掘又は周濠の一部で

あったと考えられる。確認調査 トレンチ及び調査 トレンチの位置関係より、堀又は周濠は南北方向へ

と伸びていた可能性が高い。

堀又は周濠は若江城廃絶後に埋められ、整地された場所である可能性が考えられる。この場合、出

上した遺物の年代観より、堀又は周濠が埋められたのは、室町時代後期頃と近世の二時期であると考

えられる。すなわち、若江城の廃絶により堀の一部が埋められた後も、流路又は溝 として利用され、

近世に再度埋められたものと考えられる。また、若江城以前の瓦が出土していることから、付近の若

江寺関連の包含層を埋土として利用 したことも指摘できる。いずれにしても、周辺の調査の進展が望

まれるところである。

【参考文献】

財団法人大阪府文化財調査研究センター 1996『巨摩

中世土器研究会編1995『概説 中世の上器・陶磁器』

森島康雄1990「中河内の羽釜」『中近世土器の基礎研

・若江北発掘調査報告 第 5次』

真陽社

究Ⅵ』 日本中世土器研究会

斗「 LPi

(大阪府文化財調査研究センター 1996に 加筆 )
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-60-

2.各層位出土 瓦質土器橋鉢・足鍋 。風炉、



第 6章 芝ケ丘遺跡第16次発掘調査

1)は じめに

芝ケ丘遺跡は、東大阪市北石切町・中石切町四丁目を中心に一部日下町二～三丁目・中石切町二丁

目にわたる縄文時代から近世にかけての複合遺跡である。音川 (辻子谷渓)の右岸に位置し、同渓谷

が形成する扇状地上に立地する。昭和34年北石切町での宅地造成工事の際に弥生土器・土師器が発見

され周知の埋蔵文化財包蔵地となった。その後市立石切中学校内施設建設工事、下水管埋設工事、共

同住宅等に伴う調査が実施されている。調査の結果、縄文時代後期～晩期の上器、古墳時代中期の掘

立柱建物、平安時代のピット群などが検出された。

平成24年 6月 、中石切町四丁目2175香 7、 2175番 11において、個人住宅建設に伴う「埋蔵文化財発

掘の届出」が個人より提出された。建物の基礎工事には柱状改良を含むことから、埋蔵文化財への影

響が懸念された。このため、確認調査が必要である旨を届出者に通知した。確認調査を平成24年 6月

27日 に実施したところ、第 3層で土師器・須恵器、第 5層から弥生土器・縄文土器が出土した (第 2

図の確認調査箇所、確認調査の層序は第 3図 と同じ)。 引き続 き同年 7月 2日 からトレンチを設定し

て調査を行った (第 2図の本調査箇所)。 調査面積は合計で11∬である。

ア

廷
葡
切 町 四 丁 目

!|
D中 学 校 第 3次

,1駐
第 4次

#|1勝

零身洛た

藪懲①

下水進基狂際逮 /′

第 1図 調査位置図

嘲躙 ょ
平成 17年度下水
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1 褐灰色 (10YR4/1)小 礫～粗砂混じり砂質シル ト

2 明褐色 (7 5YR5/6)粗 ～細砂混じり砂質シル ト

3 灰黄褐色 (loYR4/2)粗 ～細砂混じり砂質シル ト

4 灰黄褐色 (10YR6/2)中 ～細砂混じリシル ト質粘土

5 浅黄色 (25Y7/3)中 ～細砂混じリシル ト質粘土

6 明黄褐色 (10YR6/6)細 砂混じリシル ト質粘土

褐灰色 (10YR5/1)中 ～細砂混じり粘土質シル ト 偽礫で混じる

第 3図 本調査箇所南壁断面

2)調査の概要 (第 2図 )

層序

第 1層 褐灰色 (10YR4/1)月 礫ヽ～粗砂

混じり砂質シル ト

明褐色 (7.5YR5/6)粗 ～細砂

混じり砂質シル ト

第 2層

第 3層 灰黄褐色 (10YR4/2)粗 ～細砂

混 じり砂質シル ト 縄文土器・

弥生土器・土師器 。須恵器・黒

色土器が出土

第 4層 灰黄褐色 (10YR6/2)中 ～細砂

混じリシル ト質粘土

第 5層 浅黄色 (2.5Y7/3)中 ～細砂混

じリシル ト質粘土 縄文土器・

弥生土器 。土師器・須恵器が出

土

第 6層 明黄掲色 (10YR6/6)細 砂混 じ

リシル ト質粘土

褐灰色 (10YR5/1)中 ～細砂混 じり粘

土質シル ト 偽礫で混 じる 基盤層

第 1層は、近年まで耕作されていた旧

耕作上である。第2層 も第 1層に伴うも

のでいわゆる床土である。第 3層 は、土

師器・須恵器・縄文土器を含む層で、後

述する遺物以外にも黒色土器の破片が認

められることから平安時代までに形成さ

れた層と考えられる。第 4層は、やや土

壌化 している層である。第 5層 は、縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器を含むことから古墳時代ま

でに形成された層である。第 6層は、扇状地に堆積する水成堆積層で、基盤層である。

平面調査は、第 5層上面と第 6層上面において行った。いずれの面でも明確な遺構は検出できなった。

ただ南側壁断面において土坑 と考えられる窪みを検出した (第 3図 )。 平面では検出できなかった

ことからさらに南側に広がる遺構 と考えられる。

3)出土遺物

出上した遺物は、いずれも第 3層 と第 5層からである。ここでは、層位ごとにわけて報告する。

第 3層

1・ 2・ 3は、土師器皿である。1は所謂「て」の字状口縁を呈する皿である。11世紀前半である

う。2は、口縁部にヨコナデを施し、端部はやや丸くおさめる。外面にはヨコナデによって緩やかな

稜線が認められる。詳細な時期は不明。3は、内湾気味の口縁部を持つ。内外面ともにナデを施す。4・
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5は、須恵器の壷である。 4は、口縁部である。日縁部を肥厚させ、端部はやや内湾気味である。 5

の底部には、円形にナデを施したのち、ヘラによって交差する直線が刻まれる。内面は回転ナデ調整

である。いずれも10世紀後半。 6。 7は、須恵器の杯蓋である。 6は、外面は回転ナデと、回転ヘラ

ケズリ。内面は回転ナデ調整である。口縁部と体部の境の稜は明瞭である。口縁端部は段を持つ。7は、

外面は回転ナデと、回転ヘラケズリ。内面は回転ナデ調整。天丼部と体部の境の稜はあまり明瞭では

なく、口縁端部の段はほぼ沈線と化 している。いずれもⅡ型式第 2段階。 8は、弥生土器の高杯であ

る。脚柱部は中実で外面にはわずかにハケメが残る。 9は、弥生土器の小型奏である。体部はやや球

形化 してお り、口縁部は直線的にタト方へとのびる。外面には粗いタタキを施したのちナデによって一

部が消されている。内面は丁寧なナデ調整である。いずれも弥生時代後期後葉。10。 11・ 12は、縄文

土器の深鉢である。10は、口縁部直下に凸帯をめぐらせる。色調が灰白色を呈し、胎土に角閃石を含

まないことから、他地域産の土器と考えられる。11は、凸帯の突出度は低い。外面にはナデ調整が認

められる。12の 口縁部は短 く、やや外反気味である。内外面ともにナデ調整を施す。いずれも長原式

と考えられる。

第 5層

13は、弥生土器の壷である。口縁部は外反気味である。内外面ともにハケメが施される。14は、弥

生土器の奏である。外反気味の口縁部を持つ。内外面ともに磨滅がはげしく、調整は不明である。15

は、弥生土器の高杯である。脚端部には面を持つ。16は、弥生土器の底部である。壷または奏の底と

考えられるが詳細は不明である。内面には、ハケがわずかに認められる。17は、弥生土器の手焙形土

器である。肩部から体部にかけての個体であり、体部やや下半に凸帯がめぐる。外面はナデ調整、内

面はハケメ調整である。いずれも弥生時代後期後葉。
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第4図 芝ケ丘遺跡第16次調査出土遺物実測図
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18・ 19。 20は 、縄文土器の深鉢である。18は、凸帯と口縁部が一体 となってお り、凸帯の断面は三

角形を呈する。凸帯の突出度は低い。19は、D字形の刻み目凸帯であり、断面はやや下方に向く三角

形を呈する。20は 、凸帯と口縁部が一体となっている。D字形の刻み目凸帯である。焼成前の穿孔が

認められる。いずれの土器も長原式である。

4)ま とめ

今回の調査では、遺構を検出することができず調査地の性格については判然としない。出土した遺

物は、いずれもこれまでの調査成果と符号する時期のものであり、縄文時代晩期末、弥生時代後期前

半、平安時代の集落が周辺に存在することを物語る。いずれの遺物 も大きく移動した痕跡はなく、周

辺からの流れ込みであったと推測される。調査地周辺は東から西にかけて傾斜する斜面地であり、今

回出土した遺物は東からの堆積 と考えられる。以上のことから、集落の中心はさらに東側の北石切町

に広がっていたのではなかろうか。

【参考文献】

小林達雄編2008F総悩 縄文土器』株式会社アム・プロモーション

中世土器研究会編1995『概説 中世の上器・陶磁器』真陽社

中村浩編1978『陶邑Ⅲ』大阪府教育委員会

原田昌則2003「 中南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式古相)の上器の

細分試案について」『久宝寺遺跡第29次発掘調査報告書』側八尾市文化財調査研究報告74 財団法人

人尾市文化財調査研究会

表 1 芝ヶ丘遺跡の調査成果

欠数 調査原因 実施期間
調査
面積
言

調査地 調査成果 報告書

1 中学校舎建築
昭不日47年10月 11日

～ H月 17日
中石切町四丁 目

古墳時代の溝、縄文時代の土坑状遺

構、 ピッ ト状遺構

市調査

会

「東大阪市遺跡保護調査会
発掘 調 査概 報 集 1980年
展孝‖

1981

2 中学校校舎増改築工事
昭和50年 11月 1日

～ 12月 25日
330

中石切町四丁 目
10番3号

古墳時代の溝・井戸  ピッ ト
市調査 「調査会ニュース』No3 1976

3 中学校体育館建設
昭和54年 5月 28日

～ 8月 10日
1070

中石切町四丁 目
10番3号

弥生時代の土器溜 り、縄文時代の埋
市調査

会
F調査会ニュース』No17 1980

4 中学校舎増築工事
昭和59年 10月 8日

～ 11月 30日
中石切町四丁 目

古墳時代の井戸・土坑  ビッ ト、弥
生時代の溝

文化財

協会

『芝ヶ丘遺跡発掘調査概
報』

5 中学校 プール建設
昭和62年 7月 20日

～ 8月 12日

中石切町四丁 目
2110番

古墳時代 の掘建柱建物・ ピッ ト群

溝

文化財

協会

F東大阪市文化財協会概報
集-1997年度―』

1998

6 店舗付共同住宅建設
昭和63年 5月 16日

～ 5月 28日
中石切町2063番2

平安時代 の溝  ピッ ト、古墳時代の

溝 ピッ ト

財化

会

文

協

『側)東 大阪市文化財協会机
報集 1989年 度』

1990

7 個人住宅建設
平成7年 7月 18日

～ 7月 20日

中石切町四丁 目
2159番6

8 共同住宅建設 平成7年 6月 19日
東石切町五丁 目
1銘4番 3

土管暗渠 石組暗渠
文化財

協会
調査概 要 -1995年 度調査 1997

9 個人住宅建設
平成9年■月18日

～■月20日
中石切町四丁 目
9号36番

10
公共下水道管渠築造工
事

平成12年 7月 27日
～ 10月 6日

日下町三丁 目
～中石切町四丁 目

遺物包含層 市教委
F東大阪市埋蔵文化財発掘
調査lLI報 ―平成12年度― 2001

11
公共下水道管渠築造工

事
平成13年 1月 9日

～ 2月 20日
中石切 町二～四丁
目

遺物包含層 市教委
『東大阪市埋蔵文化財発掘
調査概報―平成13年度― 2002

12 個人住宅建設 平成13年 10月 4日 7
中石切町四丁 目
2178香3

遺物包含層 市教委
『東大阪市埋蔵文化財発掘
調査概報―平成13年度― 2002

13 個人住宅建設 平成15年 8月 18日 6
中石切町四丁 目
2176番 2、 2178番4

遺物包含層 市教委
『東大阪市埋蔵文化財発掘
調査概報―平成15年度―

14
公共下水道管渠築造工

事
平成18年 12月 6日

～平成19年 6月 26日
中石切町四丁 目
2158～ 2187番

遺物包含層 市教委
I東 大 llX市 卜水 逼争莱 関係
発 掘 調 査 概 要 報 告 ―平 成
19年 貯 -1

2008

15
公共下水道管渠築造工
事

平成19年 3月 7日
～ 4月 27日

北石切町1918
～ 1940香

遺物包含層 市教委
「東大阪市下水道事業関係
発掘調査概要報告―平成
lo生 彦_1

2008
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遺
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1.調査区全景

(南 より)

2.調査風景

3.第 1面全景

(第 5層上面 )

(南 より)
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第 2面全景

(第 6層上面 )

(南 より)

調査区断面

(南 より)

3.遺構断面

(南 より)
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12

・高杯、縄文土器深鉢
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第 3層出土 弥生土器奏
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図
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遺
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第
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遺
物

1.第 3層 出土 土師器皿、須恵器壺・杯蓋、縄文土器深鉢

2.第 3・ 5層出土 弥生土器壼・甕・高杯・手焙形土器、縄文土器深鉢
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第 7章 植附遺跡第21次発掘調査

l)は じめに

植附遺跡は、東大阪市西石切町一～三丁目から中石切町―・三丁目に広がる弥生時代から江戸時代

にかけての複合遺跡である。

本遺跡は、昭和37年に行われた小規模な調査で弥生土器が確認されてその存在が明らかとなり、昭

和61年以降、今回までに20次におよぶ調査が行われてきた。

これまでに、古墳時代の竪穴建物跡、小型低方墳、鎌倉～室町時代の掘立柱建物、井戸、土坑墓が

検出されている。また、下水道工事に伴う調査 (第 16次 B-12・ 13地 区)や西ノ辻第28次調査におい

て埴輪が確認されてお り、遺跡内に存在する塚山古墳 との関係から付近に埋没した古墳が存在すると

考えられる。

南は西ノ辻遺跡と接 してお り、調査地は本遺跡の南端部分にあたる。

平成24年 6月 、西石切町三丁目124番、125香の各一部において、共同住宅建設に伴う「埋文化財発

掘の届出」が零細事業主より提出された。建物の基礎工事には柱状改良を含むことから、埋蔵文化財

への影響が懸念された。このため、確認調査が必要である旨を届出者に通知した。確認調査を平成24

年 8月 6日 に実施したところ、配 1第 7層で土師器 。須恵器、h2第 7層・第 8層から土師器 。須恵

器が出土 した (第 2図 )。 引き続き同年 8月 20日 からトレンチを設定 して調査を行った (第 2図の A

地点 。B地点)。 調査面積は合計で22.9∬である。

舌誕貰1嗚
第 4・ 13ツ

甲 i翌
'

知片

西ノ辻第 29次
~

第 1図 調査位置図
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遺構

第 4層上面を第 1面、第 5層上面を第 2面、第 7層上面を第 3面 として調査を行った。

第 1面で SD001を 検出した。調査区の端で検出していることから詳細は不明であるが、東西に軸

を持つ鋤溝と考えられる。

確認調査箇所

0    (1/500)  10・ n

i      l      J

第 2図 調査 トレンチ位置図

第 1面

第 2面
第 3面

2)調査の概要 (第 2・ 3図 )

層序 (A地区北壁 )

第 1層 黒褐色 (10YR3/1)小礫混 じり砂質シル ト

第 2層 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)小礫混 じリシル ト

第 3層 オリーブ黒色 (10Y3/1)小礫混 じリシル ト

第 4層 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)小礫～粗砂混 じり

シル ト

第 5層 暗灰黄色 (2.5Y4/2)小礫混じり砂質シル ト

第 7層 オリーブ黒色 (5Y2/2)大礫～細砂混 じリシ

ル ト

第 1層 は近現代の旧耕作上である。第 2～ 5層 まで

すべて耕作土 と考えられる。第 8～ 11層 は、後述する

NR001の 埋上である。第 7層は基盤層である。

0 (1/50) lm
1   1   1

A・ B地区壁断面
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第 2面で SD002・ 003・ 004・ 005'006を 検出した。

いずれも南北方向に軸を持ち、深さは5cm程度

であった。鋤溝 と考えられる。

第 3面で NR001を 検出した。断面図に示すよ

うに遺構の肩を検出しておらず、所属する面は不

明である。B地区 。No l・ h2で は自然河川に伴

う堆積層を下部で確認してお り、一帯が自然河川

であったと考えられる。調査範囲が狭 く全形につ

いては不明であるが、流れる方向は東か ら西で

あった。出土遺物から機能時期は平安時代であろ

う。

断面観察の結果ではあるが、B地区の第 5層上

面において土坑状の遺構 を検出した (第 3図北

壁 )。 平面調査を行っていないため形状について

は不明であるが、B地区北側から東偵1にかけての

断面に見られ、比較的大きな遺構であったと考え

られる。

3)出土遺物

A地区

第 2～ 3層

1は肥前陶器の碗である。高台部分が欠損して

いるが、底部との境で釉がなくなってお り、露胎

であったと考えられる。内外面ともに灰釉を施す。

17世紀末～ 18世紀。 2は瓦質土器の指鉢である。

外面にユビオサエが残る。15～ 16世紀。 3・ 4

は土師質土器で大和型の羽釜である。 3の口縁端

部はやや尖 り気味で、短 く内湾する。12世紀後半。

4は口縁端部を外方へと折 り返し肥厚させる。15

世紀。 5は製塩土器である。内面に布目痕が認め

られ、外面にはユビオサエが残る。奈良時代と考

えられる。35は 土錘。径は1.2cm、 長さは3.9cm。

6層

6は土師器の奏である。口縁端部を丸 くおさめ、

内外面ともにハケを行ったのちヨコナデを施す。

7は須恵器の鉄鉢である。□縁端部は面をもち、

内傾する。 8世紀。 8は須恵器の杯蓋である。日

縁端部は丸 くおさめる。 7世紀。

NR001

9は土師器の椀である。口縁端部をわずかに外

第 1面遺構平面図

第 2面遺構平面図

第 3面遺構平面図

第 4図 調査区平面図

B地区

0 (1/100)2m
I   I   I

SD005   sD006

0 (1/100)2m
I   I   I

0 (1/100)2rn
I   I   I

A地区

-71-



反させ、体部は九みを帯びる。外面の底部付近にユビオサエが残る。内外面に煤が付着する。10は須

恵器の杯身である。口縁端部は短 く内傾 し、九 くおさめる。受け部は短い。 7世紀。11は須恵器の高

杯である。脚裾部に面をもち、端部は丸 くおさめる。方形透孔の 2方向が残 り4方向透了しであったと

考えられる。 5世紀末～ 6世紀初頭の所産。361ま 刀子。先端部が久損 している。刃部と茎に木質が残

博房霧5＼睡�螢/2 螺
4

J

くく〔::::三二≡≡≡∃三三三三三三≡蒻ダ24

6       (て
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第 5図 植附遺跡第21次出土遺物実測図
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る。残存長は8.6cm。

B地区

第 3～ 5層

12は土師器皿である。日縁端部を丸 くおさめる。内外面ともにヨコナデを施 し、外面底部にユビオ

サエが残る。13は黒色土器の椀である。口縁部をわずかに外反させ、口縁端部は九 くおさめる。内外

面ともに密にヘラミガキを施す。黒色土器 B類で、11世紀の所産。

第 6層

14・ 15は土師器皿である。14は いわゆる「て」の字状口縁の皿である。15は 口縁端部が丸 くおさめ

る。いずれも11世紀。16は黒色土器の椀である。内黒。口縁端部は九 く納まる。口縁部はわずかに外

反する。内面はヘラミガキを密に施 し、外面はヘラケズリである。 9～ 10世紀の所産。17・ 18・ 22

は須恵器である。17は杯で、直線的に外方へ と伸びる。18は壼で、体部は内湾気味に立ち上がる。22

は奏である。口縁端部は面をもつ。口縁部は短 く立ち上がる。内面はヨコナデ、同心円状の当て具痕

がわずかに残る。外面はヨコナデ、平行タタキを施す。 8～ 9世紀の所産。19は製塩土器である。口

縁端部が九みを帯び、内面に布 目痕、外面にユビオサエが残る。奈良時代の所産。20・ 21は 土師器の

奏である。20は 口縁端部が面をもち、外傾する。口縁部は外反する。21は 日縁端部を内狽1へ と内傾さ

せ肥厚させる。外面に煤が付着する。

SD006

32は土師器皿である。口縁端部が内側にわずかに肥厚 し、九 く納まる。内外面はヨコナデ。12世紀①

NR001

23～ 26は 土師皿である。231ま 口縁端部をタト屈させ、丸 くおさめる。内タト面 ともにヨコナデを施す。

24は 口縁端部が丸 くおさめる。内面はヨコナデ。外面はヨコナデ、指オサエ。25は 回縁端部が面をもつ。

内面はヨコナデ。外面はヨコナデ、指オサエ。26は 口縁端部が丸 く納まる。口縁部はわずかに外反さ

せる。23は平安時代、その他は12世紀の所産であろう。27・ 28は 須恵器である。27は杯で、口縁端部

はやや尖り気味を呈し、日縁部は外方へのびる。28は 内外面が回転ナデ。いずれも8～ 9世紀の所産。

29。 30は 土師器の奏である。29は口縁端部が面をもち、外傾させる。口縁部は外反する。30は 口縁端

部が面をもち、外傾する。□縁部は外反する。体部はあまり張らない。内外面はヨコナデ、ナデ。31

は土師質土器羽釜の鍔部である。先端部は九くおさめる。内面にハケメ (9条/cm)が残る。12世紀。

確認調査箇所

33は黒色土器の椀である。両黒。口縁端部は九く納まる。口縁部はわずかに外反する。内外面とも

にヘラミガキ。hlの⑥ o⑦層出土。34は 須恵器の杯である。口縁端部は丸く納まる。日縁部は直線

的にのびる。高台は方形を呈する。内外面は回転ナデ。いずれも8～ 9世紀の所産。

4)ま とめ

今回の調査では、NR001を 検出したことが大きな成果といえる。これまでにも西側に位置する西ノ

辻遺跡第25次調査や植附遺跡第 6次調査において自然河川を検出しており、これと関連する遺構であ

ることは間違いない。ただ、今回の調査で検出した自然河川は平安時代に属することから、これまで

に検出されている遺構と直接つながるものであるかは検討を要する。

これまでの成果でも、弥生時代から中世までの自然河川が検出されており、調査区周辺が長い間、

自然河川の流路であったことを物語っている。今回の調査で検出した自然河川はその一時期のもので

ある。この様相が大きく変わるのが中世以降で、自然河川が埋没した後、一帯は水田耕作地として機
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能していたと考えられる。

(参考文献】

財団法人古代学協会・古代学研究所編1994『平安京提要』角川書店

九州近世陶磁学会2000『九州陶磁の編年』

中世土器研究会編1995『IIn説 中世の土器・陶磁器』真陽社

中村浩編1978『陶邑Ⅲ』大阪府教育委員会

表 1 植附遺跡の調査成果

欠郵 調査原因 実施期間 趙
離
２ｍ

調査地 調査成果 報告書

l 倉庫および車庫建設
昭和61年 10月 27日

～ 12月 17日

西石切町一丁 目

52・ 53:ξ

弥生時代の土器だまり、

中世の滞・土坑・墓

文化財

協会

F植 附遺跡発掘調査概報
集第1・ 6・ 12・ 15次調査』

新石切駅前ビル建設
昭和62年 2月 26日

～ 3月 19日
西石切町一丁 目

弥生時代の上坑、中世の

井戸・溝・土坑・墓

文化財

協会

『側東大阪市文化財協会
概報集1996年 度 (1)』

1997

共同住宅
昭和63年 1月 13日

～ 3月 17日

中石切町一丁目

449犀ξl ・4

古墳時代の竪穴住居・溝、

平安時代の溝・ピット
市教委

F植附遺跡第 3次発掘調
査概報』

4 居宅建替
昭和63年 5月 24日

～ 6月 9日

西石切町一丁目

320毛ξ
古墳時代のピット 市教委

『東大阪市坦蔵文化財調
査概要一昭和63年度―』

1988

5 共同住宅
平成4年8月 5日

～ 11月 16日

中石切町三丁目
2653番 1

縄文時代海蝕崖、弥生時

代の住居、小型低方墳

文化財

協会

F植 附遺跡第 5次発掘調
査報告書』

6 ビル (共 同住宅 )

平成5年7月 1日

～ 8月 26日

西石切町三丁目

158番 1

鎌倉時代の上坑、鎌倉・

弥生時代の河道

文化財

協会

『植附遺跡発掘調査概報
集第1,6・ 12・ 15次調査』

2002

7 共同住宅
平成6年5月 16日

～ 5月 17日

中石切町三丁目

2646呑 1
弥生時代の溝

8 緊急 平成7年9月 14日

9
公共下水道管渠築造

工事

平成7年9月 7日

～平成8年 1月 24日

中石切町三丁 目

10-5

奈良時代のピット、古墳

時代の溝・ピット
市教委

F東 大阪市下水道事業関
係発掘調査概要報告1995

年度』
1997

緊急
平成7年 11月 15日

～ 11月 17日

中石切町三丁目
2634ヱξ2

古墳時代の上坑

11 共同住宅
平成8年 10月 9日 ～

ll月 28日

西石切町一丁目

69ヱξl ・2

中世の掘立柱建物・井戸、

弥生時代の上坑・ピット
市教委

『植附遺跡第■次発掘調
査報告』

2002

12 道路改良
平成8年 12月 2日

～ 12月 26日

西石切町三丁 目

1-5-31
平安時代の溝・ピット

文化財

協会

『植附遺跡発掘調査概報
集第1・ 6・ 12・ 15次調査』

2002

個 人
平成8年 12月 16日

～ 12月 17日

西石切町三丁目

320尾ξl
中世のピット

公共下水道管渠築造

工事

平成9年2月 11日

～ 2月 20日

中石切町三丁 目

4
市教委

関

９８ 1999

ビル建 設
平成10年 4月 24日

～ 5月 19日

西石切町三丁目

76番 3

中世の井戸・墓、弥生時

代の溝

文化財

協会

『植附遣跡発掘調査概報
集第1・ 6・ 12・ 15次調査』

2002

公共下水道管渠築造

工事
平成16年8月 3日

西石切町三丁 目
上64～ 166・ 208
～209番 等

中世の上坑 市教委

関
平

業

一

事
告 2005

17
公共下水道管渠築造

工事

平成16年 7月 12日

～ 10月 1日

中石切町一丁 目

1～ 3・ 4～ 10番
遺物包含層 市教委

『東大阪市下水道事業関
係発掘調査概要報告―平
成16年 度―』

公共下水道管渠築造

工事

平成18年6月 14日

～ 6月 16日

西石切町二丁目
27語ξl‐ 404尾ξ

遺物包合層 市教委

『東大阪市下水道事業関
係発掘調査概要報告―平
成16年 度―』

2005

倉庫建設
平成20年 4月 28日

～ 5月 16日

西石切町一丁目

449:ξ l ・2

中世の溝・土坑・ピット

弥生時代の上坑
市教委

F倉 庫建設に伴う植附遺
跡第19次発掘調査概報』

事務所建設
平成22年 7月 27日

～ 8月 11日
80

西石切町三丁目

79ぞξ

鎌倉時代の鋤溝、古墳時

代の溝・土坑・ピット
市教委

『東大阪市埋蔵文化財調
査HjX要 ―平成22年度―』
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轡

図
版
１
　
植
附
遺
跡
第
２‐
次
発
掘
調
査

迫退
構

1.調査風景

(東 より)

2.A地 区第 2面

(第 6層上面 )

(東 より)

3.A地区第3面

(第 7層上面)

(西 より)

- 75 -



図
版
２
　
植
附
遺
跡
第
２．
次
発
掘
調
査
　
遺
構

1.A地 区北壁

(南 より)

卜
・“
一

ｙ1弯i
iFtF

B地区第2面

(第 6層上面)

(北西より)

B地区北壁断面

(南 より)
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図
版
３
　
植
附
遺
跡
第
２‐
次
発
掘
調
査
　
迫違
物

1.各地区出土 須恵器杯・壼 。発・高杯・鉄鉢

-77-

2.各地区出土 土師器皿



図
版
４
　
植
附
遺
跡
第
２‐
次
発
掘
調
査
　
遺
物

13

1.各地区出土 土師器養、土師質土器羽釜

2.各地区出土 黒色土器椀、須恵器杯、製塩土器、土錘、刀子
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ふりがな

所収追跡
所在地

市町村
コー ド

遺跡

番号
調査期間

調査

面積
調査原因

かわ ち でらはヤヽ じあと

'可

内寺廃寺跡

東大阪市河内町

441番、442番、

443番 1、 443番 2

27227 Ｏ
υ

資
υ

平成24年 3月 12日

～ 3月 31日
140。 5ご

史跡整備
に伴う内

容確認

にし の つじ ▼ヽ せき

西 ノ 辻 遺 跡

(49次 )

東大阪市弥生町

1278罵辟9

(50次 )

1291瑠酢11、  1293罪辟10

27227 45

(49次 )

平成23年 12月 20日

～12月 21日

(50次 )

平成24年 1月 24・

1月 30日

(49次 )

7.451だ

(50次 )

7.2∬

個人住宅

建設

徹
群

崩
墳こ古

雌
畑

韓
山

東大阪市客坊町

985尾争12、  13
27227 66

平成24年 1月 25日・

1月 31日・2月 1日
11.251N

個人住宅

建設

わか  え  い  せき

若 江 遺 跡
東大阪市若江本町

四丁目926番の一部
27227 98

平成24年 2月 20日・

22日 ・ 23日
7だ

個人住宅

建設

しば が おか い せき

芝 ヶ丘 遺 跡
東大阪市中石切町

四丁 目2175番 7、 11
27227 つ

け
つ
る

平成24年 7月 2日
～ 7月 4日

11■ド
個人住宅

建設

うえ つけ  い せき

植 附 遺 跡
東大阪市西石切町
三丁 目124番、125番

27227 39
平成24年 8月 20日

～ 8月 24日
22.9■ぽ

個人住宅

建設



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物
十手言己

事項

河内寺廃寺跡

(第 21次 調査 )

社寺跡
白鳳時代

～室町時代

塔 (仏堂)基壇、

金堂基壇

軒瓦

瓦器椀

土師器

須恵器

塔 (仏堂)基
壇の旧地表面、

南東隅を確認。

西 ノ 辻 遺 跡

(第 49・ 50次調査 )

集落跡・

その他の墓

縄文時代
～室町時代

溝、ピット
縄文土器

弥生土器

山 畑 古 墳 群

(第 32次 調査 )

古墳 中・近世 (遺物包含層)

土師器

瓦器椀

若 江 遺 跡

(第 86次 調査 )

集落跡

官衛跡

城館跡

社寺跡

室町時代
～江戸時代

(遺物包含層)

軒平瓦

瓦質土器

瓦器椀

土師器

弥生土器

芝 ヶ 丘 遺 跡

(第 16次 調査 )

集落跡
縄文時代
～平安時代

(遺物包含層)

土師器

須恵器

弥生土器

縄文土器

植 附 遺 跡

(第 21次 調査 )

集落跡
平安時代
～鎌倉時代

自然河川

陶器

土師器

須恵器

瓦質土器

黒色土器

報告書抄録 (その 2)
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